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主な内容

10月１日㈰「秘境奥島根やさかウルトラマラニック
in浜田2017」が開催され、弥栄町全域を強靭なランナー
たちが駆け抜けました。（Ｐ14に関連記事を掲載）
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◎
身
を
守
る
た
め
の
備
え

あ
ら
か
じ
め
、
家
具
の
転
倒
・

落
下
の
防
止
対
策
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ガ
ラ
ス
棚
な
ど
は
割
れ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
な

ど
、
万
一
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
停
電
に
備
え
て
懐
中
電

灯
や
非
常
用
持
出
袋
を
分
か
り
や

す
い
場
所
に
置
い
て
お
く
と
、
安

全
に
素
早
く
避
難
で
き
ま
す
。

◎
火
災
へ
の
備
え

通
電
火
災
な
ど
の
電
気
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
、
揺
れ
を
感
知
し
て

自
動
的
に
電
気
を
遮
断
す
る
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
や
感
震
コ
ン
セ
ン
ト

な
ど
の
防
災
機
器
を
備
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

地
震
発
生
に
備
え
た
対
策

こ
の
た
め
、
地
震
の
揺
れ
が
収

ま
り
、
屋
外
へ
避
難
す
る
際
な
ど

に
は
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
て

避
難
を
す
る
な
ど
、
火
災
防
止
対

策
が
必
要
で
す
。

◎
津
波
の
発
生
を
確
認
す
る

震
源
が
海
で
あ
れ
ば
、
津
波
が

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
地
震
発
生
後
も
落
ち
着
い
て

情
報
の
収
集
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
を
襲
っ
た
津
波
に
よ
っ
て
多
く

の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、津
波
か
ら
国
民
の
生
命
を
守
る
こ
と
を
目
的
に「
津

波
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」が
制
定
さ
れ
、そ
の
中
で
毎
年
11
月
５
日
が「
津
波
防
災
の
日
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
11
月
５
日
は
、
江
戸
時
代
（
１
８
５
４
年
）
に
中
部
地
方
か
ら
九
州
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
に
大

き
な
津
波
被
害
を
も
た
ら
し
、「
稲
む
ら
の
火
」
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
た
安
政
南
海
地
震
の
発
生

し
た
日
で
す
。

　
今
回
の
防
災
特
集
で
は
、
地
震
・
津
波
災
害
に
焦
点
を
当
て
、
こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
身
を
守
る

た
め
に
、
普
段
か
ら
心
掛
け
て
お
き
た
い
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

地
震
は
、
予
測
が
困
難
な
た

め
、
ひ
と
た
び
発
生
す
る
と
私
た

ち
の
生
活
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
す
。
少
し
で
も
被
害
を
減

ら
す
た
め
に
、
地
震
が
発
生
す
る

前
か
ら
、
地
震
に
備
え
た
対
策
を

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。

◎
家
財
の
倒
壊
か
ら
身
を
守
る

揺
れ
て
い
る
間
は
、
棚
や
た
ん

す
な
ど
の
大
型
家
財
の
倒
壊
や
、

天
井
の
崩
落
な
ど
の
危
険
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
た
め
、
テ
ー
ブ
ル
の
下
に

避
難
す
る
な
ど
、
ま
ず
は
身
の
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

◎
火
災
の
発
生
を
予
防
す
る

阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大

震
災
で
は
、
地
震
後
に
火
災
が
多

数
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
震
の
揺
れ
そ
の
も
の
や
、
地
震

に
よ
る
停
電
・
通
電
に
よ
る
電
気

火
災
が
主
な
要
因
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

地
震
発
生
！

そ
の
時
ど
う
す
る
？

平成28年４月の熊本地震による土砂災害現場　　（国土地理院ホームページ　空中写真より）

防
災
特
集

　
地
震
・
津
波
災
害
か
ら
身
を
守
る
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地
震
か
ら
身
を
守
る



広報はまだ：平成29年11月号　　　 45　　　広報はまだ：平成29年11月号

地
域
で
避
難
先
を
考
え
る

新
し
い
津
波
浸
水
想
定

平
成
29
年
３
月
に
、
新
し
い
津

波
浸
水
想
定
が
島
根
県
か
ら
公
表

さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
津
波
浸
水
想
定
で
は
、

発
生
頻
度
は
極
め
て
低
い
も
の

の
、
発
生
す
れ
ば
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
す
「
最
大
ク
ラ
ス
の
津

波
」
を
想
定
し
て
い
る
た
め
、
浸

津
波
か
ら
素
早
く
避
難
す

る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

避
難
先
と
な
る
高
台
を
い
く

つ
か
選
定
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

前
述
の
新
し
い
津
波
浸
水

想
定
図
を
活
用
し
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
で
、
自
分
た
ち
の

地
域
で
は
ど
こ
に
逃
げ
た
ら

良
い
の
か
を
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

地
域
に
よ
っ
て
、
人
口
や

年
齢
構
成
は
様
々
な
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
っ
た

避
難
先
を
選
定
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

最
後
の
テ
ー
マ
は
、
情
報
伝
達

手
段
の
確
認
で
す
。

地
震
や
津
波
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
は
、
防
災
情
報
が
ど
の
よ
う

な
媒
体
で
伝
達
さ
れ
る
か
を
あ
ら

か
じ
め
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
い
く
つ
か
の
情
報
伝
達
手

段
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
浜
田
市
防
災
防
犯
メ
ー
ル

市
が
提
供
す
る
登
録
制
の
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
浜
田
市

に
対
し
て
地
震
や
津
波
に
関
す
る

情
報
が
発
表
さ
れ
る
と
、
職
員
の

手
を
介
さ
ず
自
動
で
メ
ー
ル
が
配

信
さ
れ
ま
す
。

◎
緊
急
速
報
メ
ー
ル

緊
急
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合

に
、
携
帯
電
話
会
社
（
ａ
ｕ
・
ド

コ
モ
・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）
が
一
斉

に
メ
ー
ル
を
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

地
震
で
は
緊
急
地
震
速
報
が
発

表
さ
れ
た
場
合
に
、
津
波
で
は
大

津
波
警
報
又
は
津
波
警
報
が
発
表

さ
れ
た
場
合
に
メ
ー
ル
が
配
信
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
携
帯
電
話
の

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

・
本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災

安
全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

・
各
支
所
防
災
自
治
課
防
災
係

電
源
を
切
っ
て
い
る
と
受
信
で
き

な
い
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

地
震
や
津
波
に
関
す
る
緊
急
情

報
が
発
表
さ
れ
る
と
、
テ
レ
ビ
の

リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ
ボ
タ
ン
」
を
押

す
こ
と
で
、
緊
急
情
報
の
発
表
状

況
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
防
災
行
政
無
線

市
で
は
、
津
波
に
関
す
る
注
意

報
や
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合

に
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
）
を
介
し
て
市
内
の

防
災
行
政
無
線
か
ら
自
動
で
サ
イ

レ
ン
が
流
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。サ

イ
レ
ン
が
聴
こ
え
た
場
合
に

は
、
何
か
が
起
き
て
い
る
サ
イ
ン

で
す
の
で
、
携
帯
電
話
や
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
を
確
認
し
て
、

津
波
に
関
す
る
情
報
が
発
表
さ
れ

て
い
れ
ば
避
難
を
開
始
し
て
く
だ

さ
い
。

水
す
る
地
域
が
広
く
な
っ
て
い
ま

す
。今

後
、
島
根
県
に
よ
っ
て
平
成

29
年
度
中
に
被
害
想
定
が
設
定
さ

れ
、
そ
れ
を
受
け
て
、
早
急
に
津

波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を

行
う
予
定
で
す
。

な
お
、
新
し
い
津
波
浸
水
想
定

図
は
、
島
根
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
マ
ッ
プ
on
し
ま
ね
」
で
確
認
で

き
ま
す
。

新しい津波浸水想定図（マップonしまね）　国土地理院地図（平26情使、第479号）

地
域
の
事
情
に
合
っ
た

避
難
先
を
考
え
る

ointＰ

津
波
災
害
に
つ
い
て
知
る

津
波
か
ら
避
難
す
る

よ
り
高
い
場
所
へ

避
難
す
る

◎
津
波
と
は

地
震
が
海
底
下
の
浅
い
と
こ
ろ

で
起
き
る
と
、
海
底
を
持
ち
上
げ

た
り
押
し
下
げ
た
り
す
る
力
が
海

水
全
体
を
動
か
す
た
め
、
海
面
も

上
下
に
変
化
し
ま
す
。　

こ
の
よ
う
に
も
た
ら
さ
れ
た
海

水
の
動
き
が
周
り
に
波
と
し
て
広

が
っ
て
い
く
現
象
の
こ
と
を
、
津

波
と
い
い
ま
す
。

◎
津
波
の
高
さ

人
は
、
高
さ
20
～
30
㎝
程
度
の

津
波
で
も
流
さ
れ
て
し
ま
う
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
気
象
庁
で
は
20
㎝

以
上
の
津
波
が
予
想
さ
れ
る
場
合

に
津
波
注
意
報
な
ど
を
発
表
さ
れ

ま
す
。

◎
津
波
注
意
報
・
警
報

気
象
庁
は
、
予
想
さ
れ
る
津
波

の
高
さ
に
応
じ
た
注
意
報
・
警
報

を
、
地
震
が
発
生
し
て
か
ら
約
３

分
を
目
標
に
発
表
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合

に
は
、
た
だ
ち
に
避
難
行
動
を
開

始
し
て
く
だ
さ
い
。

津
波
に
関
す
る
注
意
報
・

警
報
の
中
で
も
、
特
に
大
津

波
警
報
と
津
波
警
報
が
発
表

さ
れ
た
場
合
に
は
、
た
だ
ち

に
「
よ
り
高
い
場
所
」
へ
避

難
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
「
よ
り
高
い
場
所
」

と
は
必
ず
し
も
建
物
で
は
な

く
、
付
近
に
あ
る
山
の
上
な

ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
避
難
の
際
、
道
路

が
渋
滞
し
て
し
ま
い
、
高
い

場
所
へ
逃
げ
ら
れ
な
く
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
自
動
車
で
の
避

難
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

津波に関する警報・注意報の種類

予想される津波の高さ
（発表基準）

巨大地震の場合の
津波の表現 とるべき行動

大津波警報

10ｍ超（10ｍ＜高さ）

巨大

沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台
や高いビルなど安全な場所へ避難してくだ
さい。
津波は繰り返し襲ってくるので、津波警報
が解除されるまで安全な場所から離れない
でください。
「ここなら安心」と思わず、より高い場所
を目指して避難しましょう。

10ｍ（５ｍ＜高さ≦10ｍ）

５ｍ（３ｍ＜高さ≦５ｍ）

津波警報 ３ｍ（１ｍ＜高さ≦３ｍ） 高い

津波注意報 １ｍ（20㎝≦高さ≦１ｍ） （表記しない）

海の中にいる人は、ただちに海から上がっ
て、海岸から離れてください。津波注意報
が解除されるまで海に入ったり海岸に近づ
いたりしないでください。

検潮所における津波の高さと浸水深・痕跡高・
遡上高の関係（気象庁ホームページより）

ointＰ

津波の高さ

平常潮位（津波がない場合の潮位）

検潮所

浸水深 痕跡高
遡上高

浸水深浅い 深い

　
　 

テ
ー
マ

　③
　
　

情
報
伝
達
手
段
を
確
認
す
る

　
　 

テ
ー
マ
　②
　
　

津
波
か
ら
身
を
守
る
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平成28年度ごみ処理経費の状況
【歳出】 （単位：円）
ごみ袋作製、販売経費 41,022,163
ごみ収集経費 221,841,853
資源ごみ中間処理経費 97,350,427
不燃ごみ処理場経費 92,420,727
可燃ごみ処理場運営負担金 790,250,571
人件費 91,612,473
ごみ収集カレンダー作製費など 15,996,064

歳出額　合計 1,350,494,278

【歳入】 （単位：円）
ごみ袋など売上収入 110,594,738
ごみ搬入手数料 5,273,700
資源ごみなど売払収入 24,465,869
可燃ごみ焼却灰処分費 20,615,394
ごみカレンダー広告収入など 495,270

歳入額　合計 161,444,971

歳出額 － 歳入額 1,189,049,307

●鉄くず売払収入　　　　 6,045,317円
●資源ごみ売払収入　　　16,443,312円
　（内訳）　 アルミ缶　　　　13,673,734円
　　　　　 スチール缶　　   1,907,421円
　　　　　 ペットボトル　　　 578,081円
　　　　　 ビールびん　　　　　54,584円
　　　　　 一升びん　　　　　 229,492円
●容器包装リサイクル協会拠出金収入
　　　　　　　　　　　   1,977,240円
※　これは、プラスチック容器包装・びん

を出荷して得た収入です。

昨年度のごみ処理経費の状況は、下表
のとおりです。

ごみ処理全体にかかった費用は約13億
5000万円で、このうち、ごみ袋などの売
上収入約１億1100万円で全体の約8.2％
を賄っています。
　歳出額と歳入額の差額である約11億
8900万円は、税金などで補填しています。

　　危険物・有害物 は
　　「燃やせないごみ袋」又は
　　「透明（半透明）の袋」に入れる

燃やせないごみ袋【青色】

透明（半透明）の袋

スプレー缶・ライター・電池・水銀体温計
などの危険物・有害物

・　ビニール袋やレジ袋などに、危険物と
有害物だけをまとめて入れてください。

２．

資源ごみなど売払収入の内訳

平成30年３月まで

平成30年４月から

　資源にならないプラスチック類の焼却を行
い、ごみ出しをわかりやすくするため、平成30
年４月１日から、ごみの分別方法を変更します。
　ご理解・ご協力をお願いします。

　　　　マークがないプラスチック製品 と
　　　　マークがあっても汚れが落とせないもの は
　　「燃やせないごみ袋」から「燃やせるごみ袋」に変更

燃やせないごみ袋【青色】

陶器類

ガラス類
マークがないプラスチック製品
マークがあっても汚れが落とせないもの

金属類

【問い合わせ先】　本庁環境課リサイクル推進係（☎�９４３０）

燃やせるごみ袋【みどり色】
・　燃やせるごみ袋に入らない大きなものは、

粗大ごみシールを貼って燃やせる粗大ごみの
日に出してください。

※　　・　マークがあるペット・
プラは、引き続き資源としてリ
サイクルします。

１．

平成30年３月まで

平成30年４月から

平成28年度
浜田市のごみ処理経費 ごみ の

分別方法 が変わります

平成３０年
４月から
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《
商
工
業
功
労
》

　
多
年
に
わ
た
り
商
工
会
議
所
の
役
員
と
し
て

地
域
の
商
工
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田　
　
稔　
（
72
歳
・
朝
日
町
）

《
教
育
文
化
功
労
》

　
多
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
委
員
と
し
て
地
域

の
社
会
教
育
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

栗
栖　
真
理　
（
56
歳
・
相
生
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
公
民
館
館
長
と
し
て
地
域
の

生
涯
学
習
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

井
上　
義
樹　
（
79
歳
・
三
隅
町
井
野
）

　
多
年
に
わ
た
り
公
立
学
校
学
校
医
等
と
し
て

児
童
生
徒
等
の
健
康
の
保
持
増
進
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

久
保
田　
浩　
（
56
歳
・
竹
迫
町
）

　

　
多
年
に
わ
た
り
公
立
幼
稚
園
園
歯
科
医
と
し

て
幼
児
等
の
健
康
の
保
持
増
進
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

青
笹　
之
夫　
（
66
歳
・
朝
日
町
）

《
そ
の
他
功
労
》

　
多
年
に
わ
た
り
狂
犬
病
予
防
注
射
に
お
け
る

推
薦
獣
医
師
と
し
て
地
域
の
公
衆
衛
生
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

山
根　
一
眞　
（
69
歳
・
浅
井
町
）

《
感
謝
状
贈
呈
・
篤
行
》

　
多
額
の
寄
附
に
よ
り
青
少
年
の
健
全
育
成
に

大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

北
川　
智
秋　
（
56
歳
・
岐
阜
市
桜
木
町
）

　
多
額
の
寄
附
に
よ
り
青
少
年
の
修
学
機
会
の

充
実
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

山
藤　
法
子　
（
70
歳
・
江
津
市
波
子
町
）

　
市
で
は
毎
年
、
各
分
野
で
市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
し
、

多
年
の
ご
功
労
に
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
10
月
２
日
㈪
、
次
の
皆

さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
・
年
齢
は
10
月
１
日
現
在
・

掲
載
は
50
音
順
）

《
地
方
自
治
功
労
》

　
多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
地
域
防
災

に
努
め
、
地
方
自
治
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。浅

野　
吉
朝　
（
70
歳
・
弥
栄
町
木
都
賀
）

上
野　
丈
男　
（
58
歳
・
西
村
町
）

岡
田　
公
司　
（
60
歳
・
三
隅
町
河
内
）

岡
本　
謙
二　
（
54
歳
・
金
城
町
波
佐
）

岡
本　
　
雄　
（
43
歳
・
佐
野
町
）

岡
本　
裕
次　
（
47
歳
・
旭
町
今
市
）

沖
田　
典
幸　
（
63
歳
・
上
府
町
）

久
谷　
義
美　
（
60
歳
・
弥
栄
町
小
坂
）

久
保
田
利
幸　
（
61
歳
・
周
布
町
）

河
野　
　
勲　
（
54
歳
・
三
隅
町
下
古
和
）

河
野　
勇
二　
（
48
歳
・
三
隅
町
黒
沢
）

佐
々
木
修
治　
（
49
歳
・
久
代
町
）

新
田　
哲
朗　
（
61
歳
・
折
居
町
）

関
川　
正
美　
（
67
歳
・
穂
出
町
）

谷
口　
昌
世　
（
47
歳
・
長
浜
町
）

津
野　
正
典　
（
56
歳
・
内
村
町
）

内
藤　
　
誠　
（
61
歳
・
旭
町
市
木
）

永
見　
和
利　
（
67
歳
・
三
隅
町
古
市
場
）

中
山　
浩
文　
（
57
歳
・
佐
野
町
）

畑
垣　
　
毅　
（
55
歳・弥
栄
町
長
安
本
郷
）

三
浦　
聖
二　
（
47
歳
・
三
隅
町
井
野
）

三
浦　
　
学　
（
57
歳
・
弥
栄
町
小
坂
）

森
内　
賢
二　
（
53
歳
・
旭
町
和
田
）

山
﨑　
　
守　
（
44
歳
・
弥
栄
町
小
坂
）

山
田　
政
仁　
（
51
歳
・
宇
野
町
）

《
民
生
事
業
功
労
》

　
多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
地
域
の
社
会
福
祉
と
民
生
の
安
定
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

石
本　
克
子　
（
75
歳
・
大
辻
町
）

笠
柄　
正
道　
（
67
歳
・
笠
柄
町
）

鳫
幕
紀
代
子　
（
76
歳
・
弥
栄
町
木
都
賀
）

名
古
田
保
子　
（
77
歳
・
田
町
）

平
野　
公
望　
（
77
歳
・
内
田
町
）

吉
﨑　
志
朗　
（
67
歳
・
長
沢
町
）

吉
田　
　
滋　
（
80
歳
・
相
生
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
更
生
保
護
と

青
少
年
健
全
育
成
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

大
草　
裕
幸　
（
63
歳
・
杉
戸
町
）

岡
田　
義
德　
（
75
歳
・
金
城
町
久
佐
）

濱
本　
義
基　
（
69
歳
・
下
府
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
私
立
保
育
所
所
長
と
し
て
保

育
の
増
進
に
努
め
児
童
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

木
村　
道
顯　
（
70
歳
・
金
城
町
波
佐
）

山
口　
記
由　
（
52
歳
・
熱
田
町
）

　
《
公
衆
衛
生
保
健
事
業
功
労
》

　
多
年
に
わ
た
り
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の

役
員
と
し
て
地
域
住
民
の
健
康
増
進
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

玉
田
み
ど
り　
（
67
歳
・
三
隅
町
河
内
）

《
農
林
水
産
業
功
労
》

　
多
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
地

域
の
農
林
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

小
谷　
保
雄　
（
67
歳
・
金
城
町
久
佐
）

　　
多
年
に
わ
た
り
水
産
関
係
団
体
の
役
員
と
し

て
地
域
の
水
産
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。片

山　
泰
延　
（
67
歳
・
長
浜
町
）

下
野　
誠
治　
（
69
歳
・
松
原
町
）

平成29年度
－ 市発展に功労の あった皆さんを表彰 －

浜田市表彰
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全国大会出場
おめでとうございます

　各種の全国大会に出場される皆さんを激励
しました。出場報告のため市役所を訪問され
た皆さんをご紹介します。

小出伸昭さん
（横山町）

マリン浜田Ｂ

鶴原みゆさん
（国府小６年）

　浜田の海の幸・山の幸などの特産品や伝統工芸
品など、多数取り揃えてご紹介していますので、
お歳暮やお土産などにぜひご利用ください。
「はまおく」市内配布場所

浜田市役所及び各支所　ほか行政機関など
※　ホームページからも「はまおく」をご覧いた

だけます。
http://hamaoku.net/

問い合わせ先
本庁産業振興課産業振興係（☎�９５０２）

　相生町2-2町内防災会は、宝くじの社会貢献広報事
業として、宝くじの受託事業収入を財源に自治総合セン
ターが実施している「平成29年度コミュニティ助成事業
（宝くじ助成事業）」を活用し、自主防災組織の活動に
必要な資機材を整備しました。
　今後、購入した資機材を活用し、地域の防災訓練や災
害時に役立てられます。
問い合わせ先　本庁安全安心推進課防災安全係

（☎�９１２２）

　９月30日㈯、第23回全国女性消防操法大会が秋田県秋
田市向浜運動広場で開催され島根県代表として浜田市消
防団女性分団が出場しました。
　この大会は、全国から各都道府県の代表女性分団や女
性防火クラブが一堂に会し軽可搬ポンプの操法を競うも
ので、浜田市消防団では大橋美津子分団長以下11人が参
加しました。
　今回の出場にあたり、昨年の10月から夜間訓練を開始
し女性団員のみならず浜田市消防団が一丸となり訓練に
励んできました。
大会成績

敢闘賞　浜田市消防団女性分団　タイム71.16秒
得点50.5

出場メンバー（敬称略）
分団長　大橋美津子　　　
指揮者　小林　美恵　　　補助員　金崎　智子
１番員　杉本　早苗　　　補助員　松下　光子
２番員　下谷　知子　　　補助員　佐々木恵里
３番員　湯浅美佐子　　　補助員　渡辺紀美枝
４番員　寺前万寿子　　　補助員　石田　　愛

問い合わせ先　
消防本部警防課消防団係（☎�５１６７）

　会議の傍聴は、当日議会事務局で受け付
けています。
　なお、各委員会及び全員協議会の傍聴
は、会場の都合により7人までの人数制限
があります。
　各会議の開催時間は、通常午前10時から
ですが、変更になる場合がありますので事
前にお問い合わせください。
　各会議の開催時間や議事日程・議題は、
事前に市議会ホームページ「会議日程議案
等・結果」に掲載しますのでご覧ください。

問い合わせ先
議会事務局　（☎�９８００）　

　今回の臨時会は、浜田市議会議員の任期満了
に伴う一般選挙が実施された後の初議会として
開催されるものです。
　臨時会においては、議長・副議長の選挙や議
会運営委員会及び常任委員会委員の選任などが
行われます。

会期　11月６日㈪・７日㈫（2日間）
会議予定

11月６日㈪　開会　本会議　議会運営委員会
常任委員会　（全員協議会）

７日㈫　本会議　閉会　議会運営委員会
（全員協議会）

国民体育大会「愛
え が お

顔つなぐえひめ国体」
（クレー射撃）

（愛媛県：10月１日～３日）

日本ペタンク選手権大会
（兵庫県：10月７日・８日）

全国道場少年剣道選手権大会
（小学生女子の部）
（宮城県：10月８日）

ギフト情報誌「はまおく」をご活用ください

平成29年度コミュニティ助成事業

第23回全国女性消防操法大会
出場結果報告　～市消防団～

11月浜田市議会臨時会日程（予定）
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地域活性学会第９回研究大会が開催され

ました（９月２日・３日）
碧い石見の芸術祭 石本正日本画大賞展
の授賞式が開催されました（９月９日）

敬老の日に合わせ、百寿・白寿・米寿な
ど長寿者をお祝いし記念品を贈呈しまし
た（９月14日）

敬老の日に合わせ、各地区で敬老会が開
催されました（９月３日～23日）
写真は島根県最高齢者の平さん（109歳）

地域の交通安全活動に携わる浜田市交通
指導員を、22人に委嘱しました
（９月29日）

驛鈴が繋ぐ 松阪市・隠岐の島町・浜田市 
交流会が開催されました（９月28日）

昨年度優れた工事を施工された７事業所
をたたえ、浜田市優良建設工事表彰式を
行いました（９月29日）

介護老人保健施設「旭・やすらぎの郷」を、障がい者雇用優良事業所として表彰しました（９月29日）

日米芸術家交換プログラムで石見神楽を
学ぶために来日しているキミ・マエダさ
んが表敬訪問されました（９月22日）

浜田医療センターに、総合診療科強化の
ための医師の増員について要望しました
（９月21日）

浜田商工会議所青年部創立35周年記念式
典が開催されました（９月２日）

がん検診の周知のため、街頭でチラシや
ティッシュなどの配布を行いました
（９月１日～21日）

職員数の状況及び関係市からの派遣職員　　
（平成28年度中　単位：人）

平成28年度職員数
（平成28年４月１日）

平成28年度 派遣職員
採用者 退職者 浜田市 江津市

9 0 1 8 4
※　平成28年度中の退職者は、浜田地区広域行政組合から浜田市へ
の派遣職員です。

１ 職員の採用及び退職の状況

　職員の人材育成や配置など人事管理の基礎資料とするた
め、地方公務員法の定めに基づき、全職員を対象に年間２回
の人事評価を実施しています。また、職員の昇給、昇格など
に際しては、所属長による勤務評定を実施しています。　　

　（平成28年度中　単位：人）
区　分 人数 内　　容

昇給時 9 定期昇給時における所属長による勤務
評定

昇格・昇任時 なし 主事から主任主事など昇任時における
所属長の勤務評定

２ 職員の人事評価及び勤務評定の状況

（派遣職員を含む各年度４月１日現在　単位：人）
区　分 職員数 対前年

増減数 主な増減理由部　門 26年 27年 28年 29年

一般行
政部門

総　務 5 5 5 5 0
民　生 13 13 13 13 0
衛　生 2 2 2 2 0

合　計 20 20 20 20 0

３ 部門別職員数の状況

区　分 内　　容
勤務時間 午前８時30分から午後５時15分まで
休憩時間 午後０時から午後１時までの１時間
週休日 日曜日及び土曜日

休　日 国民の祝日に関する法律に規定する休日及び年
末年始（12月29日から翌年の１月３日まで）

４ 職員の勤務時間などの状況

区　分 内　　容

年次有給休暇 １年につき20日間付与、新規採用職員（４月１
日付）は15日間付与。

特別休暇

結婚・出産・忌引・災害など特別の事由により
勤務しないことが相当であると認められる場合
の休暇。休暇の種類は、公民権の行使、証人な
どの官公庁への出頭、ドナー休暇、ボランティ
ア休暇、結婚休暇、産前の健診、妊娠に起因す
る体調不良、産前産後休暇、育児時間、妻の分
べん、男性の育児、乳幼児検診、子などの看護
休暇、忌引、父母などの法要、夏季休暇、セル
フケア休暇、感染症、災害などによる交通遮断・
住居の破壊、生理休暇です。

５ 職員の休暇などの状況

問い合わせ先　浜田地区広域行政組合総務課総務係
（☎０８５５�５０８２）

（平成28年度中　単位：人）

区　　分 分限処分 懲戒処分
免職 休職 降任 免職 停職 減給 戒告

処分者数 0 0 0 0 0 0 0

６ 職員の分限及び懲戒処分の状況

職務上
の義務

法令などを遵守する義務 職務命令に従う義務
信用失墜行為の禁止 秘密を守る義務
職務に専念する義務 政治行為などの制限
争議行為などの禁止 営利企業などの従事制限

※　地方公務員法に、上表の職務上の義務が定められています。

７ 職員の服務の状況

（平成28年度中　単位：人）
区　分 人数 内　　容

職員
研修

県自治研修所 15 職務経験などの階層別研修・実務
研修・特別研修など

市町村総合
事務組合 8 行政実務研修・政策課題研修

派遣研修 2 市町村アカデミー
浜田市研修 23 服務・倫理・健康・人権研修会など
各課独自研修 41 実務研修など

９ 職員の研修の状況

（平成28年度中　単位：人）
区　分 人数 内　　容

健康
診断

定期健康診断 6 広域行政組合が実施する一般健
診

人間ドック 3 市町村職員共済組合が実施する総
合健診

特殊検診 6 じん肺健診

公務・通勤災害補償 0 地方公務員災害補償基金が行う
補償

10 職員の福祉及び利益の保護の状況

（平成28年度中）
区　　分 状　況

勤務条件に関する措置の要求の状況 該当なし
不利益処分に関する不服申し立ての状況 該当なし

11 公平委員会の業務の状況

　地方公務員法などの定めに基づき、営利企業などに再就職
した退職者による現職職員への働きかけなどを規制するほ
か、退職職員からの届出に基づく再就職の状況を公表します。
届出及び公表は、管理職であった者が営利企業などの常勤の
役職員、又は非常勤の役員に就任した場合としています。　

（平成28年度中　単位：件）
区　　分 管理者数 件数

退職時に管理職であった者の数、再就職の
届出数（平成28年度末退職職員） 0 0

働きかけ等に関する公平委員会からの調査の要求 0

８ 職員の退職管理の状況

　浜田地区広域行政組合（浜田市・江津市で構成）では、介
護保険業務、可燃ごみの処理業務などを行っています。
　組合の人事行政の運営における公平性と透明性を高めるこ
とを目的として、地方公務員法及び浜田地区広域行政組合人
事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、職員の
任用・職員数・勤務時間そのほかの勤務条件など人事行政の
運営の状況についてお知らせします。

平成28年度浜田地区広域行政組合
人事行政の運営などの状況の公表
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パネルディスカッションで取組を発表

児童と握手をする参加者

シートベルトを締めて時速５㎞の衝撃を体験

三隅郵便局で職場体験を行う生徒（左）を取材中（右）

　９月24日㈰、教育を通じた地域振興シンポジウムがみどりか
いかんで開催され、約100人が参加しました。これは、かなぎシェ
アハウスに居住する島根県立大学生が主催したもので、大学生
の地域活動の報告やパネルディスカッションが行われました。
　パネリストからは、「学生が動けば地域が変わる」「学生の活
動を見守っていきたい」など討論が行われ、会場からも取組を
評価する意見が出されました。大学生は、「地元の人から温か
い支援を受けて助かっています。これからも地域の皆さんと活
動を進めていきたい」と話していました。

　９月23日㈷、弥栄自治区敬老会が弥栄会館で開催され、約
160人の高齢者が参加しました。
　当日は、弥栄小学校児童による作文や詩の暗唱、弥栄中学校
の生徒による合唱、地域の団体による踊りや神楽が披露され、
にぎやかに長寿のお祝いが行われました。参加者は、ひさしぶ
りに会う友人たちとの会話に花を咲かせたり、児童が歌に合わ
せて握手をするのにうれしそうに応えたりしていました。ま
た、金婚を迎えた夫婦には、事前に撮影した二人の写真を記念
品として贈呈しました。

　９月20日㈬～22日㈮にかけて、三隅中学校３年生による職場
体験学習が行われました。この体験学習は、生徒自身が地域に
対する理解を深め地元に誇りや愛着を持つきっかけとなるよ
う、毎年行われています。
　生徒たちは、市内の各職場で社会のルールやマナーを理解し
ながら、それぞれの職種で必要な知識や技術の基本を学びまし
た。市役所三隅支所で業務を体験した生徒は、「今回学んだこ
とを将来の夢である公務員になったときに生かしたい」と話し
ていました。

　９月23日㈷、どんちっち交通安全フェスティバル㏌浜田が西
部運転免許センターで行われました。これは、交通安全への意
識を高め、交通事故防止につなげようと浜田警察署と市内の交
通に関係する団体などが協力して開催したものです。
　当日は、警察車両によるパレードや白バイのデモンストレー
ション走行が行われ会場を沸かせました。また、会場内に設置
された各コーナーでは、シートベルト着用時の衝撃体験や夜間
の自転車走行など様々な体験ができ、来場者は交通安全につい
て改めて考える機会になりました。

ハイタッチでランナーを応援

抱月ゆかりの地で「カチューシャの唄」を合唱

顔より大きな魚にびっくり

参加者を指導する柴田亜衣さん

　10月１日㈰、秘境奥島根やさかウルトラマラニック㏌浜田
2017が弥栄町で開催されました。
　大会は、208人のランナーが100㎞の部・70㎞の部に分かれ、
沿道の温かい声援を受けながら弥栄町内を駆け抜けました。
コース途中の各エイドステーションでは、地元の皆さんが工夫
を凝らした料理で疲れた選手をもてなしました。完走した選手
は、「苦しかったが、また来年も出場したい」と話していました。
前日には、弥栄ふるさと体験村で前夜祭もあり、選手は石見神
楽を堪能し、どぶろくや料理を味わい交流を深めました。

　９月30日㈯、島村抱月ウォーキング大会が開催され、約80人
が5.6㎞の久佐コースを歩きました。これは、金城三偉人ウォー
キング大会として金城自治区６公民館連絡協議会が毎年行って
いるものです。
　参加者は、地元ボランティアの説明を聞きながら、島村抱月
ゆかりの石碑や神社を巡り、「新劇の父」と呼ばれた偉人の足
跡をたどりました。また、抱月ゆかりの地で「カチューシャの
唄」を合唱した後、久佐公民館で食生活改善推進協議会の皆さ
んが調理した抱月御膳をおいしくいただきました。

　９月26日㈫、お魚教室があさひ子ども園で行われました。こ
の教室は、子どもたちに浜田の魚を知ってもらおうと企画した
もので84人の園児が参加しました。
　園児たちは、市内で魚料理を提供している山口哲生さんから
魚の説明を受けながら、あなごなどをさばくところを見学しま
した。その後、用意されたのどぐろ・さば・あじ・かれい・い
かなど９種類の魚を近くで見て、手で触れました。調理前の魚
を見る機会が少ない園児たちは、目の前の魚を恐る恐る触って
いました。

　９月24日㈰、アクアみすみ20周年記念イベントが開催されま
した。このイベントは、世界で活躍した千葉すずさん、山本貴
司さん、柴田亜衣さん、寺川綾さんの４人の競泳選手との触れ
合いを通じて水泳をより好きになってもらおうとアクアみすみ
が企画したもので、約300人が来場しました。
　４人はトークショーで選手時代の練習や食事についての質問
に答えた後、手足の動かし方や補強トレーニングなどを各コー
スに分かれた参加者に直接指導しました。参加者は、「習った事
を生かし、自己タイムをのばしていきたい」と話していました。

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

将来を見据えた学び
～　三隅中学校 職場体験学習　～

みすみ

やさかみんなで築こう明るい長寿社会
～　弥栄自治区敬老会　～

学生の動きで地域が元気に
～　教育を通じた地域振興シンポジウム　～

かなぎ

交通安全への意識を高めよう
～　どんちっち交通安全フェスティバル　～

はまだ

地域の人と交流しながら弥栄を駆け抜ける
～　秘境奥島根やさかウルトラマラニック㏌浜田　～

やさか

抱月ゆかりの地 久佐の名所を巡る
～　島村抱月ウォーキング大会　～

かなぎ

お魚に触ってみよう
～　あさひ子ども園 お魚教室　～

あさひ

世界レベルの技術に触れる
～　アクアみすみ20周年記念イベント　～

みすみ
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パトロール前の出発式

おいしい梨はどれかな

最優秀校に輝いた浜田商業高校

災害体験をとおして得た教訓を伝える柳迫長三さん

　９月21日㈭、青色防犯パトロールの出発式が市役所弥栄支所
前で行われました。これは、秋の全国交通安全運動の一環とし
て、交通ルールの遵守と安全運転について広報するとともに防
犯意識の向上を目的に浜田警察署・浜田市交通安全協会弥栄支
部・地域安全推進員・少年補導員などが行ったものです。
　式では、市交通安全協会弥栄支部と地域安全推進員が共同で
作成した飲酒運転根絶を願う看板を、各自治会で設置してもら
うため、代表の大谷自治会長へ贈呈しました。その後、青色防
犯灯を付けた車が弥栄町内のパトロールに出発しました。

　９月20日㈬、旭小学校４年生25人が山ノ内梨園で地元特産品
の赤梨「豊水」の収穫作業を体験しました。児童たちは、梨に
ついて学ぶため、春から授粉作業や摘果作業を行い梨の生育を
見守ってきました。
　当日は、生産者から梨のもぎ採り方やおいしい梨の見分け方
を教わり、大きく育った実を丁寧に収穫しました。約170個の
梨を収穫した児童たちは、もぎたての実を頬張り、「おいしい」
と顔をほころばせていました。また、持ち帰った梨は全児童で
秋の味覚として楽しみました。

　９月16日㈯、高校生政策甲子園が石央文化ホールで開催され
ました。これは、自分たちのふるさとについて考えてもらうと
ともに、若い世代が政治に関心をもつきっかけになればと浜田
青年会議所が市内の３つの高校に呼び掛けて実現したものです。
　会場では、浜田商業高校の「子育て支援策」・浜田水産高校
の「食による観光」・浜田高校の「温泉による観光」とそれぞ
れの学校の代表チームが１学期から夏休みにかけて考えた政策
を発表しました。発表後は、来場者による投票が行われ浜田商
業高校が最優秀校に選ばれました。

　９月９日㈯、三隅まちづくり防災講演会が三隅公民館で開催
されました。この講演会は、三隅地区の自主防災組織結成の推
進及び活動の充実を図り、地域の防災リーダーを育成していく
ため三隅地区まちづくり推進協議会が企画したものです。
　集まった51人は、他団体の活動内容や講師の柳

やなぎ

迫
さ こ

長
ちょう

三
ぞ う

さん
から平成26年８月豪雨による広島市の土砂災害の体験を聞き、
日頃の備えや防災訓練の重要さを学びました。参加した各自治
会や自主防災組織の人たちは、今回の講演会で聴いたことを自
分たちの活動に生かしていく予定です。

安
全
安
心

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

認
定
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す

みんなの思いやり交通安全
～　青色防犯パトロール出発式　～

やさか

成長を見守った梨を収穫
～　旭小学校 梨の収穫体験　～

あさひ

浜田の未来について考える
～　高校生政策甲子園　～

はまだ

地域づくりは防災から
～　三隅まちづくり防災講演会　～

みすみ

♥Town Topicsまちのわだい
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産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　
電
気
設
備
定
期
点
検
に
伴
う
庁

舎
停
電
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
に
設

置
し
て
あ
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か

ら
の
証
明
書
発
行
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

利
用
で
き
な
い
日
時　

11
月
18
日
㈯　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

　
「
民
事
訴
訟
管
理
セ
ン
タ
ー
か

ら
『
総
合
消
費
料
金
未
納
訴
訟
最

終
通
知
書
』
と
書
か
れ
た
は
が
き

（
又
は
メ
ー
ル
）
が
届
い
た
」
と

い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
は
、
裁
判
所
や
法
務
省
な

ど
の
公
的
機
関
を
か
た
り
、
不
安

を
あ
お
っ
て
連
絡
さ
せ
て
お
金
を

だ
ま
し
取
る
詐
欺
の
手
口
で
す
。

「
法
的
措
置
」「
訴
訟
通
知
」「
給

与
・
不
動
産
差
し
押
さ
え
」
な
ど

の
通
知
は
、
は
が
き
又
は
メ
ー
ル

で
届
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不

審
な
は
が
き・メ
ー
ル
は
無
視
し
、

相
手
に
連
絡
を
と
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。
不
安
で
あ
れ
ば
消
費
者
セ

ン
タ
ー
や
警
察
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

浜
田
市
消
費
生
活
相
談
室

開
設
日
時　
月
～
金
曜
日

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
市
役
所
本
庁
２
階

相
談
電
話　
☎
�
３
１
６
０

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

　
市
で
は
、使
用
予
定
の
な
い「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん

か
。空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、

空
き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、

使
用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登

録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に

情
報
提
供
を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推

進
係
（
☎
�
９
２
０
０
）

　
農
地
転
用
な
ど
農
地
の
形
状
な

ど
を
変
更
す
る
場
合
は
次
の
手
続

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
転
用
許
可
申
請

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
（
住

宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
墓

地
な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合

②
農
地
利
用
目
的
変
更
届	

田
か
ら
畑
へ
用
途
を
変
更
す
る

場
合

③
農
業
用
施
設
に
供
す
る
届

自
己
所
有
農
地
で
農
地
保
全
・

利
用
促
進
の
た
め
の
農
業
用
施

設
（
農
道
・
た
め
池
な
ど
）
や

２
ア
ー
ル
未
満
の
農
業
経
営
施

設
（
農
業
用
倉
庫
・
農
機
具
収

納
施
設
な
ど
）
に
転
用
す
る
場

合
※　
自
己
の
所
有
地
で
あ
っ
て
も

必
ず
許
可
を
受
け
て
か
ら
、
農

地
転
用
・
用
途
変
更
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※　
こ
れ
ま
で
に
許
可
を
受
け
、

農
地
転
用
が
完
了
し
た
人
は
、

完
了
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

④
農
地
の
相
続
な
ど
の
届
出
書

農
地
の
権
利
を
相
続
な
ど
に
よ

り
取
得
し
た
場
合

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出

　
転
用
す
る
農
地
が
、
農
用
地
区

域
内
に
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
本

庁
農
林
振
興
課
又
は
各
支
所
産
業

建
設
課
で
指
定
の
有
無
を
確
認
の

上
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る

手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
除
外
申
出
の
受
付
は
、
年

２
回
（
５
月
末
と
11
月
末
締
切
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
地
転
用
に
つ
い
て

・
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
２
０
）

農
用
地
除
外
に
つ
い
て

・
本
庁
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

・
各
支
所
産
業
建
設
課

　
島
根
県
西
部
地
域
の
自
治
体
と

島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
で
共

同
公
売
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
12
月
３
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
大
会
議
室

※　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
売
と
は　
市
税
な
ど
の
滞
納
処

分
の
一
環
と
し
て
差
押
え
を
し

た
財
産
を
入
札
に
よ
り
売
却

し
、
滞
納
税
な
ど
に
充
て
る
も

の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

・
本
庁
税
務
課
収
納
係

（
☎
�
９
２
４
０
）

・
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
税

務
部
（
☎
�
５
５
２
６
）

　
地
震
・
風
水
害
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
緊
急
情
報
を
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に

よ
っ
て
伝
達
す
る
た
め
の
一
斉
訓

練
放
送
を
行
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
内
全
て
の
防
災
行

政
無
線
か
ら
放
送
が
流
れ
ま
す
。

※　
こ
の
訓
練
は
、
浜
田
市
以
外

の
地
域
で
も
行
わ
れ
ま
す
。

訓
練
放
送
日
時

11
月
14
日
㈫　
午
前
11
時
頃

放
送
内
容

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
」
を
３
回
繰
り
返
し

ま
す
。

※　
前
後
に
チ
ャ
イ
ム
音
が
鳴
り

ま
す
。

※　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
と
は
、
災
害

時
に
国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
緊

急
情
報
を
、
人
工
衛
星
な
ど
を

介
し
て
瞬
時
に
受
信
し
、
市
町

村
の
防
災
行
政
無
線
な
ど
を
自

動
的
に
放
送
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　
11
月
１
日
㈬
か
ら
21
日
㈫
ま
で

の
21
日
間
「
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
運
動｣

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
県
内
で
の
交
通
死
亡
事
故
を
み

る
と
、
そ
の
多
く
が
高
齢
者
が
犠

牲
と
な
っ
て
い
る
事
故
で
す
。
市

内
に
お
い
て
も
、
交
通
事
故
に
よ

る
死
者
は
、
高
齢
者
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
年
齢
を
重
ね
る
と
、
判
断
力
や

運
動
能
力
が
低
下
し
て
き
ま
す
。

よ
り
一
層
の
安
全
運
転
・
安
全
行

動
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
高

齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た

め
、思
い
や
り
運
転
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

運
動
重
点

①
反
射
材
着
用
の
推
進

②
道
路
横
断
時
の
安
全
確
認
の
徹

底
と
横
断
歩
行
者
の
保
護

③
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
ス
ピ
ー

ド
ダ
ウ
ン
の
徹
底

④
高
齢
運
転
者
対
策
の
推
進

　
日
没
が
早
ま
り
、
交
通
事
故
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
時
期
と
な
り

ま
す
の
で
、
益
々
の
安
全
運
転
・

安
全
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　
企
業
や
地
域
団
体
な
ど
の
会
場

に
市
職
員
が
出
向
き
、
従
業
員
な

ど
の
本
人
確
認
を
行
い
、
一
括
し

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

カ
ー
ド
は
住
所
地
の
市
区
町
村
か

ら
本
人
限
定
受
取
郵
便
な
ど
で
届

き
ま
す
の
で
、
市
区
町
村
の
窓
口

に
受
取
に
行
く
必
要
が
な
く
便
利

で
す
。

※　
カ
ー
ド
の
申
請
か
ら
受
取
ま

で
１
～
２
か
月
か
か
り
ま
す
。

※　
対
象
団
体
な
ど
、
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

マイナちゃん

イベントにリユース食器を使ってみませんか
　リユース食器は、１回使うだけでごみになる
使い捨て容器（紙コップ・紙皿・発泡スチロー
ル製どんぶりなど）の替わりに使用する、繰り
返し使って再使用（リユース）する食器やカッ
プ、箸類などの総称です。
　市では、ごみ排出量の削減による資源循環型
社会の構築を目指す取組の一環として、イベン
ト時のリユース食器活用を推進しています。地
域のイベントなどにリユース食器を導入して、
イベントごみの削減に取り組んでみませんか。
食器の種類

食器（どんぶり・皿・カップなど）、箸、スプー
ンなど

※　食器はそれぞれ２～３種類のサイズがあり
ます。

利用方法
リユース食器取扱業者からレンタルするこ
とで利用できます。使用済みの食器はその
ままコンテナに収納し、返送するだけです。

補助金について
市では、市内で開催されるイベントでリ
ユース食器（100個以上）を利用した際の
導入経費に対して最大1／2の補助をしてい
ます。

※　詳しくは、市環境課までお問い合わせく
ださい。

（本庁環境課くらしと環境係）

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付

を
一
時
休
止
し
ま
す

注
意
し
て
く
だ
さ
い

「
架
空
請
求
は
が
き
・
メ
ー

ル
」
が
送
ら
れ
て
い
ま
す

住
宅

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い

産
業
・
地
域
活
性
化

農
地
転
用
の
申
請
や
各
種
届
出

及
び
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

申
出
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い

共
同
公
売
会
を
開
催
し
ま
す

税
務
・
納
税

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
全
国

一
斉
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す

生
活
・
環
境

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

一
括
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

し
つ
け
の
つ
も
り
と
思
っ
て
も
…

　
保
護
者
が
「
し
つ
け
」
と
思
っ

て
い
て
も
、
子
ど
も
に
苦
痛
を
与

え
る
な
ど
、
子
ど
も
の
成
長
に
悪

影
響
を
与
え
る
場
合
は
虐
待
に
あ

た
り
ま
す
。
子
育
て
が
う
ま
く
い

か
な
い
と
き
に
は
、
保
健
師
や
保

育
所
（
園
）・
幼
稚
園
・
学
校
の

先
生
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

対象　65歳以上（浜田市に住民票のある人）
料金　無料
結核レントゲン検診撮影票（受診票）
・検診会場及び市役所本庁１階地域医療対策課⑩

番窓口・各支所市民福祉課・各公民館にありま
す。

※　ネックレスなどは外し、すぐに撮影できるよ
うな服装で受診してください。

※　同じ年度内に肺がん検診を受けて
いる人は、結核レントゲン検診を受
けられません。

問い合わせ先
・本庁地域医療対策課保健予防係

（☎�９３１１）
・各支所市民福祉課

【　浜　田　】
日 時間 会　場 日 時間 会　場 日 時間 会　場

８
日
㈬

13:30～13:40 桜ヶ丘警察官宿舎横

13
日
㈪

9:00～ 9:10 長見町２町内公民館

15
日
㈬

8:30～ 9:00 浜田公民館
13:55～14:05 ホワイト急便神在坂店前 9:20～ 9:30 石見公民館長見分館 9:15～ 9:35 紺屋町ふれあい広場
14:15～14:25 長沢２町内児童館 10:00～10:10 西岡公民館 9:50～10:20 琵琶町集会所
14:35～14:50 二反田団地集会所 10:20～10:30 石見公民館細谷分館 10:35～10:55 医師会館前
15:00～15:15 生湯町４町内会集会所 10:45～10:55 三階町東岡公民館 11:10～11:40 俵薬局前（蛭子町）
15:25～15:35 生湯町３町内公民館 11:10～11:20 三階町５町内公民館 13:00～13:15 瀬戸見文化センター
15:45～15:55 めさまし食堂看板前 13:00～13:10 野原２町内公民館 13:30～14:00 浜田保健所

10
日
㈮

9:00～ 9:10 後野８町内公民館 13:20～13:30 総合福祉センター 14:55～15:05 瀬戸ケ島集会所
9:25～ 9:35 後野４町内公民館 13:40～13:50 竹迫４町内集会所 15:20～15:30 笠柄３町内集会所前
9:50～10:00 石見公民館佐野分館 14:10～14:40 石見公民館 15:45～15:55 浜田浄化センター前

10:15～10:25 石見公民館宇津井分館

14
日
㈫

9:00～ 9:10 福井集会所 16:10～	16:20 内職市場青川倉庫
10:45～10:55 河内集会所 9:20～ 9:30 小福井団地集会所
11:10～11:30 ラ・ペアーレ浜田 9:40～10:00 石原集会所
13:00～13:15 浜田ビューティーカレッジ 10:15～10:30 美川公民館
13:25～13:40 緑ヶ丘相談室 10:40～10:50 一の瀬集会所

13:50～14:05 県営住宅黒川団地
４の３町内集会所

11:00～11:10 草森勝美様宅前（鍋石町）
13:00～13:10 櫟田原公民館

14:15～14:25 靴のまつむら駐車場 13:25～13:35 田橋児童館

【　旭　】
日 時間 会　場 日 時間 会　場 日 時間 会　場

８
日
㈬

9:00～ 9:10 丸原寺廻り集会所

９
日
㈭

9:00～	 9:10 本郷生活改善センター ９
日
㈭

13:20～	13:30 都川高齢者活動促進センター
9:20～ 9:30 丸原センター 9:25～	 9:35 戸川生活改善センター 13:40～	13:50 西都川集会所
9:45～ 9:55 しろつの生活センター 9:50～	10:00 岩畳生活改善センター 14:10～	14:20 坂本構造改善センター前

10:10～10:20 木田生活改善センター 10:15～	10:30 越木多目的集会所
10:40～10:50 重富生活改善センター 10:50～	11:00 来尾集会所
11:10～11:20 和田生活改善センター 11:20～	11:40 早水生活改善センター
11:40～12:00 旭保健センター 13:00～	13:10 東都川集会所

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
を
す

る
人
は
、
電
子
証
明
書
が
格
納
さ

れ
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
又
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー

ド
が
必
要
で
す
。
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
電
子
証
明
書
の
有

効
期
限
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
格
納

し
た
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は

発
行
か
ら
３
年
間
で
す
。
新
規
発

行
・
更
新
は
平
成
27
年
12
月
を

も
っ
て
終
了
し
て
い
ま
す
の
で
、

確
定
申
告(

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ)

を
す
る

ま
で
に
有
効
期
限
が
切
れ
る
人

は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
ま
で
お
お
む
ね
１
か
月
か
か

税
を
考
え
る
週
間

テ
ー
マ　
く
ら
し
を
支
え
る
税

　
国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日

か
ら
17
日
を
「
税
を
考
え
る
週

間
」と
し
て
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

http://w
w
w
.nta.go.jp/

浜
田
税
務
署
長
納
税
表
彰
式

　
納
税
思
想
の
高
揚
な
ど
に
貢
献

し
た
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
す
。

日
時　
11
月
14
日
㈫

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
浜
田
合
同
庁
舎
２
階
大
会

議
室

租
税
作
品
合
同
表
彰
式

　
租
税
作
品
合
同
表
彰
式
を
行
い

ま
す
。

日
時　
11
月
11
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階
ゆ

め
広
場

給
与
所
得
者
の
年
末
調
整
説
明
会

　
平
成
29
年
分
の
年
末
調
整
の
仕

方
、
法
定
調
書
・
給
与
支
払
報
告

書
の
記
載
と
提
出
に
つ
い
て
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
16
日
㈭

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
税
務
署（
☎
�
０
３
６
０
）

虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
お

電
話
を

　

虐
待
か
ど
う
か
迷
う
場
合
で

も
、
子
ど
も
た
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
い

ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
す
る
た
め
に
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
の
連
絡
・
相
談
が
子
ど

も
を
守
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に

悩
む
保
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の

大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。
連
絡

は
匿
名
で
も
で
き
ま
す
。

相
談
窓
口

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル
（
☎
１
８
９
）

・
浜
田
児
童
相
談
所

（
☎
�
３
５
６
０
）

・
本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

児
童
虐
待
と
は

身
体
的
虐
待　
た
た
く
・
け
る
・

激
し
く
揺
さ
ぶ
る
・
や
け
ど
を

負
わ
せ
る
・
溺
れ
さ
せ
る
な
ど

性
的
虐
待　
子
ど
も
へ
の
性
的
行

為
・
性
的
行
為
を
見
せ
る
・
ポ

ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す

る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト　
閉
じ
込
め
る
・
食

事
を
与
え
な
い
・
ひ
ど
く
不
潔

に
す
る
・
自
動
車
の
中
に
放
置

す
る
・
重
い
病
気
に
な
っ
て
も

病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

心
理
的
虐
待　
脅
し
・
無
視
・
兄

弟
間
で
の
差
別
的
扱
い
・
子
ど

も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て

暴
力
を
ふ
る
う
な
ど

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群

　
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
や
ま
な
い
か

ら
と
い
っ
て
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
と
、

赤
ち
ゃ
ん
の
脳
や
網
膜
に
損
傷
を

与
え
、重
い
障
が
い
が
残
っ
た
り
、

命
を
落
と
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
泣
き
や
ま

な
い
と
き
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
安
全

な
場
所
に
寝
か
せ
て
、
そ
の
場
を

少
し
の
間
離
れ
、
ま
ず
自
分
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
。）む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１

歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
で

実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
11
月
16
日
㈭

受
付　
午
後
１
時
10
分
～
１
時
30

分
場
所　
旭
保
健
セ
ン
タ
ー
（
今
市

公
民
館
）

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

り
ま
す
。
確
定
申
告
に
間
に
合
う

よ
う
に
早
め
に
申
請
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

※　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
前
面

に
書
か
れ
て
い
る
有
効
期
限
は

カ
ー
ド
の
も
の
で
電
子
証
明
書

の
有
効
期
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

※　
タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

旭
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉

係
（
☎
�
１
４
３
５
）

健
康
・
福
祉

11月結核レントゲン検診の日程 ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
確
定
申
告

電
子
証
明
書
の
期
限
切
れ
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

浜
田
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

子
育
て

毎
年
11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を

実
施
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

特
別
障
害
者
手
当

対
象　
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別
の

介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上

の
在
宅
生
活
を
し
て
い
る
人

（
た
だ
し
、
病
院
な
ど
に
継
続

し
て
３
か
月
以
上
入
院
し
て
い

る
場
合
は
除
く
。）

支
給
月
額　
２
６
、８
１
０
円

支
給
月　
２
月
・
５
月
・
８
月
・

11
月

障
害
児
福
祉
手
当

対
象　
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
在
宅

生
活
を
し
て
い
る
人（
た
だ
し
、

障
が
い
を
理
由
と
し
た
公
的
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
は
除
く
。）

支
給
月
額　
１
４
、５
８
０
円

支
給
月　
２
月
・
５
月
・
８
月
・

11
月

特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人（
た

だ
し
、
児
童
が
施
設
に
入
所
し

て
い
る
場
合
や
、
障
が
い
を
理

由
と
し
た
公
的
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
は
除
く
。）

各自治区検診日程（容器配布）
容器配布日 受付時間 会場

金
城

11月7日㈫

 9:30～10:00 みまた会館
10:30～11:00 くざ会館
13:30～14:00 かたらいの家
14:30～15:00 小笹集会所

11月８日㈬
 9:30～10:00 ときわ会館
11:00～11:30 おぐに会館
13:30～14:00 ふれあい会館

11月９日㈭  9:00～17:00 市役所金城支所市民福祉課

旭 11月10日㈮

 9:00～ 9:30 木田生活改善センター
 9:50～10:20 重富生活改善センター
10:40～11:10 都川高齢者活動促進センター
11:30～12:00 市木生活改善センター
13:00～17:00 市役所旭支所市民福祉課

弥
栄

11月28日㈫  9:00～11:30 市役所弥栄支所市民福祉課
11月29日㈬  9:00～11:30 弥栄老人福祉センター

三
隅

11月13日㈪

9:00～ 9:30 海石集会所
10:30～11:00 白砂公民館
13:30～14:00 上室谷集会所
14:30～15:00 下室谷集会所

11月14日㈫

 9:00～ 9:30 松原集会所
10:00～10:30 中組集会所
11:00～11:30 谷集会所
13:30～14:00 黒沢公民館

11月15日㈬  9:00～11:00 三隅保健センター

11月16日㈭

9:00～ 9:30 三保公民館
10:30～11:00 岡見公民館
13:30～14:00 みのり会館
14:30～15:00 旧井野児童館

11月17日㈮ 9:00～17:00 市役所三隅支所市民福祉課

対象者　40歳以上（浜田市に住民票がある人）
※　今年度、職場健診や人間ドックなどで大腸が

ん検診を受診された人は、受ける必要はありま
せん。

※　浜田自治区の検診日程は、「広報はまだ」１
月号に掲載します。

受診料　無料
検診方法及び日時　郵送法となります。次の流れ

を確認し、間違いのないようにお願いします。

①　検診会場で容器を配布します（各自治
区検診日程を確認してください）。

※　大腸がん検診受診票を持っている人
は、受診票に必要事項を記入の上、検診
会場へ持参してください。受診票は、会
場にも準備しています。

②　２日間採便し、便の容器を返信用封筒
に入れて検査機関へ送付してください。

③　結果通知は、検査容器提出後、１か月
程度で受診者へ送付されます。

問い合わせ先　各支所市民福祉課

浜　田　市
検診の流れ

受　診　者

検　査　機　関

支
給
月
額　

１
級　
５
１
、４
５
０
円

２
級　

３
４
、２
７
０
円

支
給
月　
４
月
・
８
月
・
11
月

※　
障
が
い
の
程
度
が
手
当
の
対

象
に
な
る
か
は
、
医
師
が
証
明

し
た
指
定
の
診
断
書
を
基
に
判

定
を
行
い
ま
す
。

※　
本
人
・
配
偶
者
又
は
扶
養
義

務
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
上
の
場
合
は
、
支
給
が
停
止

さ
れ
ま
す
。

※　

障
が
い
の
程
度
・
所
得
制

限
・
手
続
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係
（
☎
�
９
３
２
２
）

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、和暦で奇数年生まれの人及び
クーポン券が送付された人

【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内　健診センター

（☎�７７００）
申込受付時間　14:00～16:00

実施期間
平成30年２月28日㈬まで
毎週火・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場
浜
田 11月27日㈪  9:30～11:30 周布公民館13:00～15:30
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）
を受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

浜
田

11月16日㈭ 9:00～10:00 ラ・ペアーレ浜田
13:00～13:30 石原集会所

11月19日㈰
（休日検診） 8:30～11:00 浜田市役所第２東分庁

舎１階（要予約）
11月28日㈫ 8:30～11:00 浜田公民館

三
隅 11月22日㈬ 8:30～ 9:30 市役所三隅支所

10:30～11:00 海石集会所
※　11月19日㈰の検診は、予約が必要です。島根県環
境保健公社（☎�７４４２）に申し込んでください。

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受
診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。
【医療機関で受診する場合】
医療機関によっては、予約が必要となります。
対象　20歳～49歳の女性

実施期間 平成30年２月28日㈬まで

実施場所

江木医院（☎�１１８１）（予約不要）
浜田医療センター内　健診センター
（☎�７７００）（要予約）
予約受付時間　14:00～16:00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会　場

浜
田 11月９日㈭

9:00～ 9:30 上府三宅集会所
10:30～11:00 石見公民館
13:00～13:30 国府公民館

肺がん検診（予約不要）
【Ｘ線検査】対象　40歳以上
【喀痰検査】対象　50歳以上の喫煙指数（１日の喫煙

本数×喫煙年数）が600以上の人
実施日 受付時間 会　場

浜
田

11月17日㈮

8:30～ 9:00 浜田保健所
9:30～10:00 国府公民館

13:00～13:20 美川公民館
13:50～14:20 周布公民館
14:50～15:20 長浜公民館

11月19日㈰
（休日検診） 8:00～10:00 浜田市役所第２東分庁

舎１階

金
城11月16日㈭

9:00～ 9:20 ときわ会館
9:40～10:00 おぐに会館

10:30～10:50 みどりかいかん
11:10～11:30 小笹集会所
13:30～13:50 みまた会館
14:20～14:40 くざ会館
15:00～15:20 ふれあい会館

旭11月20日㈪

8:00～ 8:30 旭保健センター
8:45～ 8:55 木田生活改善センター
9:10～ 9:20 重富生活改善センター
9:50～10:00 市木生活改善センター

10:15～10:30 都川高齢者活動促進センター
弥
栄11月20日㈪ 13:30～13:45 弥栄会館

14:15～14:30 弥栄老人福祉センター

三
隅

11月21日㈫

9:00～ 9:20 三保公民館
10:00～10:20 みのり会館
10:50～11:10 市役所三隅支所
11:30～11:50 岡見公民館
13:30～13:50 黒沢公民館
14:10～14:30 白砂公民館

11月22日㈬
8:30～ 8:45 岡見漁業振興会館
9:00～ 9:30 海石集会所

10:00～11:00 三隅保健センター
※　同じ年度内に結核レントゲン検診を受けている人
は、肺がん検診を受けられません。

ご
存
知
で
す
か
？

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

大腸がん検診を受けましょう

　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種が
ん検診を、無料で受診することができます。がん検
診受診の際は、本人確認ができるもの（健康保険証・
運転免許証など）をご持参ください。
※　年度内に同じ検診を複数回受診される場合は、
２回目以降全額負担となります。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課保健予防係（☎�９３１１）

11月各種がん検診の日程
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
際
、
そ
の
費
用
の
１
割
（
又
は

２
割
）
は
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負

担
、
残
り
の
９
割
（
又
は
８
割
）

は
保
険
給
付
で
賄
わ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
交
通
事
故
や
傷
害
な
ど
の

第
三
者
に
よ
る
行
為
が
原
因
で
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場

合
、
そ
の
費
用
は
加
害
者
が
負
担

す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
た
め
、

保
険
給
付
分
に
つ
い
て
は
浜
田
地

区
広
域
行
政
組
合
が
一
時
的
に
立

て
替
え
た
後
、
加
害
者
に
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者

が
、
交
通
事
故
や
傷
害
な
ど
の
第

三
者
に
よ
る
行
為
を
原
因
と
し
て

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合
に
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

該
当
が
あ
る
場
合
に
は
、
浜
田
地

※　
詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く

か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

問
い
合
わ
せ
先　
　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
な
ど
専
用
ダ

イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５
）

　
市
で
は
市
民
一
人
ひ
と
り
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
「
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
の
人
権
感
覚
を

育
ん
で
い
く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
や
グ
ル
ー
プ
、
職
場
な
ど

に
お
い
て
人
権
・
同
和
教
育
研
修

を
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
が
主
催
さ
れ

る
人
権
・
同
和
教
育
研
修
会
に
講

師
を
派
遣
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

対
象　

浜
田
市
内
在
住
者
・
在

勤
・
在
学
す
る
、
お
お
む
ね
10

人
以
上
で
構
成
さ
れ
た
自
治
会

や
事
業
所
・
学
校
な
ど
の
各
種

団
体

開
催
会
場　
市
内
の
み

※　
会
場
の
手
配
は
、
主
催
者
側

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

実
施
日
時　
原
則
と
し
て
平
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※　
土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
な
ど

に
開
催
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

研
修
時
間　
60
～
90
分
程
度

※　
要
望
に
で
き
る
限
り
お
応
え

し
ま
す
。
人
権
一
般
を
は
じ
め

具
体
的
な
人
権
課
題
に
即
し
、

親
し
み
や
す
く
分
か
り
や
す
い

テ
ー
マ
や
方
法
で
行
い
ま
す
。

講
師　
市
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ

ン
タ
ー
か
ら
派
遣
し
ま
す
。

講
師
派
遣
料
金　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
日
程
・
内
容
な
ど

を
調
整
後
、
申
込
用
紙
を
送
付

し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

区
広
域
行
政
組
合
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

　
11
月
12
日
㈰
か
ら
25
日
㈯
ま
で

の
２
週
間
は
「
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な

ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら

の
暴
力
の
こ
と
で
す
。
身
体
的
暴

力
に
限
ら
ず
、
精
神
的
暴
力
・
経

済
的
暴
力
・
性
的
暴
力
・
社
会
的

暴
力
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
が
含

ま
れ
ま
す
。
ど
ん
な
形
で
も
、
暴

力
は
相
手
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、
重

大
な
人
権
侵
害
で
あ
る
と
と
も
に

子
ど
も
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え

ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
な
ど
若
い
カ
ッ
プ

ル
間
で
起
き
る
Ｄ
Ｖ
を
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
と
い
い
、
若
年
層
へ
の
啓
発
活

動
も
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
被
害
者
を
な
く
し
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
子
ど
も

た
ち
を
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
に
も
加
害

者
に
も
し
な
い
た
め
に
、
一
人
ひ

と
り
が
Ｄ
Ｖ
を
正
し
く
理
解
し
、

Ｄ
Ｖ
の
な
い
社
会
を
築
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

Ｄ
Ｖ
の
相
談
を
受
け
た
ら･･･

　
話
を
聞
き
、
相
談
窓
口
で
相
談

す
る
事
を
助
言
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

Ｄ
Ｖ
か
な
と
思
っ
た
ら･･･

　
相
談
窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

※　
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま

す
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

・
浜
田
児
童
相
談
所
女
性
相
談
窓

口
（
☎
�
３
４
３
４
）

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　
松
江
地
方
法
務
局
及
び
島
根
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
11

月
13
日
㈪
か
ら
19
日
㈰
ま
で
の
７

日
間
を
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と

設
定
し
、
相
談
時
間
を
延
長
し
て

電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

行
為
や
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
で
困
っ
て
い

る
人
、
周
り
で
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
見
聞
き
し
た
と
い
う
人
は
、
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

（
全
国
共
通
）

期
間　
11
月
13
日
㈪
～
19
日
㈰

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
７
時
30
分

（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～

午
後
５
時
）

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

松
江
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
８
５
２
�
４
２
６
０)

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

及
び
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料

が
対
象
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で

す
。
こ
の
た
め
、
平
成
29
年
１
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が	

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の

証
明
書
（
又
は
領
収
証
書
）
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
29
年
10
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年

は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
人
に
は
、
平
成
30
年
２
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

※　
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合
も
、
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
家
族
宛
て
に
送

付
さ
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付

の
上
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
に
つ
い
て

の
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は

が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
電
話

番
号
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４
）

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　
年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給

見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活

設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

と
、
い
つ
で
も
自
分
の
年
金
記
録

を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年

金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
自
身

の
年
金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ

タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。　

健 康 コラムコラム
インフルエンザが流行する前に予防しましょう！

　インフルエンザは、インフルエンザウイル
スに感染することによって起こり、通常、初
冬から春先に流行します。症状は、高熱・関
節痛・筋肉痛・のどの痛み・咳・鼻水などが
あり、普通の風邪に比べて全身症状が強く、
気管支炎や肺炎などを合併して重症化するこ
とが多いのもインフルエンザの特徴です。
１　感染予防と感染拡大防止のために、次の

ことに注意しましょう。
①インフルエンザの予防接種は重症化の防止

に効果が期待できます。予防接種を受けて
効果がでるまでに約２週間かかります。効
果が持続するのは約５か月間なので、流行
する12月中旬までに接種を受けることをお
勧めします。

②手洗いとうがいをしっかりしましょう。
③咳やくしゃみが出るときは、マスクを必ず

着用しましょう。
④室内の乾燥に注意し、50～60％の適度な湿

度を保ちましょう。
⑤人ごみへの外出はできるだけ控えましょう。

また、やむをえない外出時はマスクを着用
することも防御になります。

⑥十分な休養やバランスのとれた食事を心掛
け、体調管理に努めましょう。

２　インフルエンザにかかった場合
①早めに医療機関に受診し、安静にして休養

をとり、十分に水分補給をしましょう。
②周りの人にうつさない気配り「咳エチケッ

ト」を心掛けましょう。マスクをせずに咳
やくしゃみをすると、ウイルスが２～３m
飛ぶと言われています。

咳エチケットとは
・咳・くしゃみの際にはティッシュなどで口

と鼻を押さえ、周りの人から顔をそむけま
しょう。

・使用後のティッシュは、すぐにフタ付きの
ゴミ箱に捨てましょう。

・症状のある人はマスクを正しく着用し、感
染防止に努めましょう。

（三隅支所市民福祉課）

交
通
事
故
な
ど
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
き

に
は
、
届
出
が
必
要
で
す

人
権

人
権
・
同
和
教
育
研
修
会
に

講
師
を
派
遣
し
ま
す

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
は
犯
罪
で
す

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
電
話
相

談
を
行
い
ま
す

保
険
・
医
療
・
年
金

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
を

発
行
し
ま
す

11
月
30
日
は
年
金
の
日
で
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

まちかど
伝言板

日　
11
月
25
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
畳
ヶ
浦
入
口
付
近

清
掃
場
所　
畳
ヶ
浦
一
帯

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

　

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　
次
の
公
営
住
宅
の
入
居
者
を
随
時

募
集
し
ま
す
。

※　
募
集
す
る
住
宅
は
、
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　
緑
ヶ
丘
住
宅
・
黒
川
住
宅
・
長

浜
西
住
宅
に
つ
い
て
は
、
空
き
が

出
た
場
合
は
公
募
し
ま
す
。

※　
各
募
集
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日　
平
成
30
年
１
月
14
日
㈰

ス
タ
ー
ト　
午
前
11
時
30
分

場　
第
四
中
学
校
校
庭
ス
タ
ー
ト
～

第
四
中
学
校
校
庭
ゴ
ー
ル

参
加
区
分

男
子　
１
部
＝
中
学
生
・
２
部
＝
高

校
生
・
３
部
＝
職
域
（
同
一
職
場

で
構
成
）・
４
部
＝
同
好
会

女
子　
１
部
＝
中
学
生
・
２
部
＝
高

校
生
・
３
部
＝
一
般

チ
ー
ム
編
成　
監
督
１
人
・
選
手
５

人
・
補
員
２
人

※　
小
学
生
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

料　
１
チ
ー
ム
７
０
０
０
円

（
中
学
生
・
高
校
生
チ
ー
ム
は

３
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
12
月
20
日
㈬
必
着

申
込
方
法　
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
参
加

料
を
郵
便
振
替
で
締
切
日
ま
で
に

振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
口
座
番

号
０
１
３
６
０
‐
５
‐
７
２
９
４

５
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
）。

http://ham
adarikujyou.sakura.

ne.jp/

問　
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

斎
藤
博
之
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
７

８
９
２
‐
４
２
０
８
）

市
営
住
宅

募
集
住
宅　

【
旭
】
ニ
ュ
ー
市
木
・
あ
さ
ひ
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
ツ

【
三
隅
】
若
者
住
宅

問　
金
城
・
旭
・
弥
栄

　
㈲
中
田
工
務
店（
☎
�
１
２
０
３
）

http://nakata-koum
uten.

hp.gogo.jp/pc/index.htm
l

三
隅　
㈱
コ
ム
サ（
☎
�
２
９
９
９
）

http://www.iwam
i.or.jp/m

oritani/

募
集
住
宅　
日
脚
大
久
保
住
宅
・
波

佐
住
宅
・旭
イ
ン
タ
ー
団
地
な
ど

問　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
�
０
５
３
５
）

http://w
w
w
.shim

ane-jkk.
jp/chintai/

浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

募
集
住
宅　
小
福
井
・
内
田
・
国
府
・

金
城

問　
浜
田
土
建
㈱（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w
w
.ham

adadoken.jp/

が
ん
治
療
体
験
者
で
あ
る
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
が
“
同
じ
立
場
”
で
個
別

に
話
を
伺
い
ま
す
。
今
回
は
、
乳
が

ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
を
体

験
さ
れ
た
人
が
参
加
予
定
で
す
。
患

者
・
家
族
の
人
な
ど
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日　
11
月
８
日
㈬

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

料　
無
料

※　

事
前
に
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
が
ん

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
７
０
９
６
）

【
自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）】

受
験
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

男
性

日　
11
月
11
日
㈯
・
12
月
９
日
㈯
・

平
成
30
年
１
月
13
日
㈯

場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

女
性

日　
11
月
11
日
㈯

場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

申
込
締
切
日

　
各
採
用
試
験
日
の
前
日

【
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
】

　
将
来
、
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、

高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装

備
品
を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と
も

に
、
国
際
社
会
に
お
い
て
も
自
信
を

持
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官
を
養
成

す
る
た
め
に
、
中
学
校
卒
業
者
な
ど

を
対
象
に
採
用
す
る
制
度
で
す
。

応
募
資
格　
平
成
30
年
４
月
１
日
現

在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

で
、
中
学
校
卒
業
又
は
中
等
教
育

学
校
の
前
期
課
程
修
了
者
（
平
成

30
年
３
月
に
卒
業
、
前
期
課
程
修

了
見
込
み
の
人
を
含
む
）

申
込
締
切
日

平
成
30
年
１
月
９
日
㈫

第
１
次
試
験

日　
平
成
30
年
１
月
20
日
㈯

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

第
２
次
試
験

日　
平
成
30
年
２
月
１
日
㈭
～
４
日

㈰
の
い
ず
れ
か
１
日

場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

（
☎
０
８
５
２
�
０
０
１
５
）

浜
田
出
張
所（
☎
�
１
３
３
４
）

国際交流員コラム

　すっかり秋になりましたね。日本ではスポー
ツの秋・読書の秋・食欲の秋と言いますが、ベ
トナムの秋は新学年の始まる時期です。今回
は、小学校中心になりますが、ベトナムと日本
の学校の違いを紹介します。
　ベトナムの教育制度は小学校５年間・中学校
４年間・高校は３年間です。２学期制で、休み
は２回あり、夏休みが約３か月間と旧正月の休
みがほぼ２週間です。９月５日は、全国各地で
幼稚園から高校まで新学年が始まります。入学
式では新入生の迎えや新年の目標を発表する大
事な行事があります。校長先生が太鼓を長く強
く叩いて、新学年を始める意味合いを伝えます。
その日から毎日、授業の始まりと終わりの合図
や登下校の時間などを知らせるために太鼓の音
が流されます。日本のお祭りでよく使われる太
鼓を学校で使うこと、皆さんは考えたことがあ
りますか。学校生活での合図は日本のチャイム
と違いますね。
　現在、ベトナムの都市部では児童数が多く教
室が足りないため、半日制度の学校があります。
半日受講で午前中の授業が終わって下校する生

徒がいれば、一日中学校で過ごす生徒もいます。
朝の登校時間は日本より早く、昼食の後は昼寝
をします。正午の一番暑い時間帯の昼寝は大切
です。また、学校は土足禁止ではないので、外
履きのまま教室に入ります。通学路は交通量が
多くて危ないので、子どもは毎日バイクや自転
車で送り迎えがあります。
　もうひとつ違うところは、民族衣装であるア
オザイを着る女性の先生が多い点です。日本の
先生が着物を着て授業をするところをイメージ
すると面白いですね。
　ずっと子どもの頃からベトナムの学校に馴染
んでいる私は、日本で生活していろいろな違い
を実感できました。もちろん、違いばかりでは
なく、共通点もあります。国際交流員の仕事で

国が違う。学校はこんなところが違う。

ニュン グエン ティー ゴク

　
近
年
、
子
ど
も
・
若
者
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
は
じ

め
と
す
る
新
た
な
機
器
な
ど
の
普

及
に
伴
う
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
を
は

じ
め
、
い
じ
め
の
問
題
や
児
童
虐

待
な
ど
、
子
ど
も
が
被
害
者
と
な

る
事
件
の
多
発
や
、
フ
リ
ー
タ
ー

や
ニ
ー
ト
の
若
者
の
数
が
多
い
状

態
が
続
き
、
困
難
を
有
す
る
子
ど

も
・
若
者
の
問
題
は
依
然
と
し
て

深
刻
で
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
下
、

国
で
は
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、

11
月
を
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支

援
強
調
月
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
家
庭
や
学
校
、
地

域
社
会
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
支

援
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
９
８
５
）

島
根
県
勤
労
者
教
育
ロ
ー
ン
の
紹
介

　
中
国
ろ
う
き
ん
で
は
、
県
と
提

携
し
た
教
育
ロ
ー
ン
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。

使
い
み
ち　
教
育
施
設
に
入
学
す

る
際
に
必
要
な
経
費
、
在
学
中

に
必
要
な
教
育
費
な
ど

融
資
額　
学
生
１
人
に
つ
き

３
０
０
万
円
以
内

利
率　
年
２
・
41
％
（
利
率
は
平

成
29
年
４
月
１
日
現
在
固
定
金

利
保
証
料
込
）

返
済
期
間　
最
長
10
年
以
内

元
金
据
置　
在
学
期
間
中
４
年
６

か
月
以
内

返
済
方
法　

毎
月
返
済
又
は
毎

月
・
ボ
ー
ナ
ス
併
用
返
済

※　
返
済
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

中
国
ろ
う
き
ん
浜
田
支
店

（
☎
�
０
４
３
１
）

子どもたちと接している中
で、学校は子どもの笑顔と
元気があふれる場所という
ことはどこの国でも同じだ
と気付きました。学生時代
はいいですね。

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

募

集

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

浜
田
市
駅
伝
競
走
大
会

出
場
チ
ー
ム

相

談

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
相
談
会

資
格・試
験

自
衛
官
な
ど

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

11
月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間
で
す

中
国
ろ
う
き
ん
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す
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心
不
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？
夜
寝
て
い
て
突
然
息
が
苦
し

く
な
っ
た
、
む
く
み
が
で
て
き
た
、

い
つ
も
は
休
ま
ず
歩
け
て
い
た
距
離

を
途
中
で
休
ま
な
い
と
歩
け
な
く

な
っ
た
な
ど
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
そ
れ
は
心
不
全
の
症
状
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

日　
11
月
15
日
㈬

午
後
６
時
～
７
時

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
心
不
全
に
つ
い
て
知
ろ
う

講
師　
井
上
恵
美
さ
ん
（
慢
性
心
不

全
認
定
看
護
師
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

（
☎
�
０
５
０
５
）

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
遠

慮
な
く
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
18
日
㈯　
午
後
２
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

　
事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２

　
‐
５
９
６
０
）

児
童
生
徒
の
学
習
発
表
や
心
の
こ

も
っ
た
作
品
、
作
業
学
習
な
ど
の
製

品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
18
日
㈯

・
ス
テ
ー
ジ
発
表

　
午
前
９
時
５
分
～
11
時
45
分

・
作
品
展
示
、
製
品
販
売

　
午
後
０
時
30
分
～
２
時

場　
石
見
養
護
学
校
（
邑
南
町
）

問　
石
見
養
護
学
校　
平
木
さ
ん
・

高
尾
さ
ん
（
☎
０
８
５
５
�
２
１

４
１
）

　
は
ま
よ
う
ま
つ
り
を
今
年
も
盛
大

に
開
催
し
ま
す
。

　
午
前
は
各
学
部
の
学
習
発
表
会
、

午
後
は
作
業
学
習
製
品
の
販
売
（
水

産
加
工
品
・
木
工
製
品
・
手
芸
品
・

陶
芸
品
・
野
菜
・
草
花
・
焼
菓
子
な

ど
）・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
出
し
物
・
福
祉
事
業

所
製
品
の
販
売・神
楽
部
に
よ
る
「
大

蛇
」
上
演
な
ど
を
行
い
ま
す
。
児
童

生
徒
の
作
品
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
18
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

場　
浜
田
養
護
学
校

問　
浜
田
養
護
学
校　
福
田
さ
ん

（
☎
�
２
２
０
０
）

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
で
あ
り
、
ま

た
、
ろ
う
者
で
も
あ
る
講
師
に
よ
る

講
演
と
手
話
に
よ
る
シ
ョ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

日　
11
月
19
日
㈰

午
前
９
時
45
分
～
午
後
０
時
30
分

場　
島
根
県
立
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容

・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
？

　
　
午
前
９
時
45
分
～
10
時
45
分

・
三
姉
妹
手
話
シ
ョ
ー

　
　
午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分

講
師　
菊
川
れ
ん
さ
ん
・
小
渡
あ
り

さ
さ
ん
・
六
本
木
奈
美
恵
さ
ん

※　
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
を
行
い

ま
す
。

料　
１
２
０
０
円

※　
中
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

問　
浜
田
市
聴
覚
障
害
者
協
会　

佐
々
木
勝
巳
さ
ん

（
▢ＦＡＸ
�
９
１
３
５
）

Em
ail:fistf-16@

crest.ocn.ne.jp

市
内
外
の
13
団
体
に
よ
る
石
見
神

楽
の
共
演
大
会
で
す
。

日　
11
月
19
日
㈰　
午
前
９
時

開
場　
午
前
８
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

市
民
憲
章
の
理
念
に
基
づ
い
た
活

動
に
永
年
取
り
組
ま
れ
て
い
る
個

人
・
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。
ま
た
、

今
年
４
月
に
就
任
さ
れ
た
、
島
根
県

立
大
学
学
長
に
よ
る
記
念
講
演
を
実

施
し
ま
す
。

日　
11
月
23
日
㈷

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

万
灯
山
公
園
に
恒
例
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
点
灯
式
を

開
催
し
ま
す
。
点
灯
式
で
は
、
浜
田

青
年
会
議
所
に
よ
る
市
民
参
加
型
の

イ
ベ
ン
ト
や
、
市
内
合
唱
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、
ぜ
ん
ざ
い
の
振

る
舞
い
な
ど
を
行
い
ま
す
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

日　
11
月
23
日
㈷
（
小
雨
決
行
）

午
後
６
時
～
７
時

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
期
間

日　
11
月
23
日
㈷
～
平
成
30
年
１
月

８
日
㈷　
午
後
５
時
～
10
時

場　
万
灯
山
公
園

※　
万
灯
山
公
園
に
は
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
。
車
で
来
ら
れ
る
場
合

は
、
市
営
駐
車
場
（
30
分
無
料
）

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
本
庁
建
設
企
画
課
都
市
計
画
係

（
☎
�
９
６
０
１
）

料　
全
席
自
由

　
前
売
券　
一
般　
　

１
５
０
０
円

　
　
中
学
生
以
下　
　
　
５
０
０
円

　
当
日
券　
一
般　
　

１
８
０
０
円

　
　
中
学
生
以
下　
　
　

８
０
０
円

問　
観
光
交
流
課
内　
日
本
石
見
神

楽
大
会
実
行
委
員
会

（
☎
�
９
５
３
１
）

旭
町
市
木
か
ら
邑
南
町
市
木
ま
で

旧
広
島
街
道
の
面
影
を
訪
ね
散
策
し

ま
す
。
浜
田
藩
主
の
参
勤
交
代
や
伊

能
支
隊
の
測
量
の
様
子
に
思
い
を
馳

せ
晩
秋
の
山
里
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

日　
11
月
26
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
８
時
50
分
～
正
午

集
合
場
所　
市
役
所
旭
支
所
前

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　
午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７
）

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

・
市
民
憲
章
表
彰

・
記
念
講
演　
「
島
根
県
立
大
学
‐

浜
田
市
と
と
も
に
」

　
清
原
正
義
さ
ん
（
島
根
県
立
大
学

学
長
）　

※　
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問　
本
庁
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
地
域
づ
く
り
推
進
係

（
☎
�
９
２
０
１
）

浜田国際交流協会　国際交流教室・語学教室
講座 日時 場所 定員 料金 申込締切日

日本語ボランティ
ア研修会

11月19日㈰　午前10時～正午・午後１時～４時
※　昼食を準備してください。

石見
公民館 40人 500円（資料代） 11月13日㈪

講師　澤田幸子さん（海外産業人材育成協会関西研修センター日本語講師）

韓国語講座
～初級Ⅲ～

11月21日・28日・12月５日・12日・19日・
平成30年２月６日・13日・20日・27日・３月６日

（各火曜日）　午後７時～８時30分
浜田

公民館 15人 会員   1000円
非会員 2000円 11月16日㈭

※　前回７月開始の講座で使用したテキストを持ってない人はテキスト代1296円程度が別途必要です。

韓国語講座
～中級Ⅲ～

11月21日・28日・12月５日・12日・19日・
平成30年２月６日・13日・20日・27日・３月６日

（各火曜日）　午後４時～５時30分
浜田

公民館 15人 会員   1000円
非会員 2000円 11月16日㈭

于
う せ い

清の中国語講座
～入門編Ⅲ～

12月７日・14日・21日・平成30年１月18日・25日・
２月１日・８日・３月１日・８日・15日
（各木曜日）　午後１時30分～３時

浜田
公民館 15人 会員   1000円

非会員 2000円 12月１日㈮

于清の中国語講座
～初級編Ⅲ～

12月７日・14日・21日・平成30年１月18日・25日・
２月１日・８日・３月１日・８日・15日
（各木曜日）　午後７時～８時30分

浜田
公民館 15人 会員   1000円

非会員 2000円 12月１日㈮

※　前回７月開始の講座で使用したテキストを持ってない人はテキスト代500円程度が別途必要です。
申込方法　電話で申し込んでください。　　　　申込み・問い合わせ　浜田国際交流協会（☎�１２４１）

講
師
自
ら
の
被
差
別
体
験
を
基

に
、
だ
れ
も
が
「
い
の
ち
輝
い
て
生

き
る
」
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
11
月
４
日
㈯

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　
石
見
公
民
館

演
題　
母
娘
で
問
う
た
部
落
差
別

　
～
こ
の
現
実
を
変
え
た
い
～

講
師　
坂
田
か
お
り
さ
ん
（
部
落
解

放
同
盟
鳥
取
県
連
合
会
女
性
部
副

部
長
）

料　
無
料

問　
べ
っ
ぴ
ん
の
会　
山
本
さ
ん

（
☎
０
９
０-

４
５
７
５-

３
７
７
５
）

美
容
業
界
の
次
代
を
担
う
若
手
美

容
師
と
学
生
が
技
術
力
や
独
創
性
を

競
う
大
会
で
す
。
様
々
な
美
容
技
術

や
若
い
感
性
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会

で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
６
日
㈪

午
後
０
時
30
分
～
４
時

場　
浜
田
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ

ザ

料　
無
料

問　
浜
田
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ

（
☎
�
７
１
３
０
）

墨
で
奏
で
る
秋
の
歌

古
来
か
ら
の
秋
の
歌
や
好
き
な
言

葉
を
自
由
に
表
現
し
た
作
品
か
ら
、

墨
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く

展
示
会
で
す
。

日　
11
月
６
日
㈪
～
30
日
㈭

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　
日
本
海
信
用
金
庫
本
店

料　
無
料

問　
敬
紅
書
学
院　
坂
本
文
江
さ
ん

（
☎
０
９
０-

２
０
０
７-

１
７
８
０
）

山
光
会
（
石
見
地
区
）
展
覧
会

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
描
い
た
絵
画

の
展
覧
会
で
す
。
30
～
１
０
０
号
の

大
作
と
小
品
を
展
示
し
ま
す
。

日　
11
月
24
日
㈮　
午
後
１
時
～
５
時

25
日
㈯　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

26
日
㈰　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料　
無
料

問　
東
光
会
山
陰
支
部
山
光
会
（
石

見
地
区
）
金
本
裕
行
さ
ん

（
☎
０
８
５
６
�
６
４
４
６
）

浜
田
お
や
こ
劇
場

「
ロ
バ
の
音
楽
座
オ
ン
ガ
ッ
カ
イ
」

素
朴
な
古
楽
器
と
愉
快
な
空
想
楽

器
が
し
な
や
か
な
子
ど
も
た
ち
の
感

性
に
届
く
、
う
れ
し
た
の
し
い
オ
ン

ガ
ッ
カ
イ
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
で

も
お
な
じ
み
、
ロ
バ
の
音
楽
座
の
心

あ
た
た
ま
る
音
色
に
、
親
子
で
包
ま

れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　
11
月
26
日
㈰

午
後
６
時
～
７
時
15
分

場　
い
わ
み
ー
る　
体
育
室

※　
料
金
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
浜
田
お
や
こ
劇
場

（
☎
�
６
３
９
６
）

石
州
半
紙
技
術
者
会
に
よ
る
、
紙

漉
き
体
験
・
も
の
づ
く
り
体
験
を
み

す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
２
日
間
行

い
ま
す
。

日　
11
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※　
お
好
き
な
時
間
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

場　
石
州
和
紙
会
館

料　
紙
漉
き
体
験

　
　
ハ
ガ
キ
（
２
枚
）　
　

５
４
０
円

　

Ａ
３
サ
イ
ズ　
　

１
２
９
０
円

な
ど

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
�
４
１
７
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

　
　
　
　
亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

石
見
養
護
学
校
文
化
祭

石
見
も
り
も
り
祭

浜
田
養
護
学
校

は
ま
よ
う
ま
つ
り

浜
田
市
聴
覚
障
害
者

文
化
講
演
会

日
本
石
見
神
楽
大
会

市
民
憲
章
推
進
大
会

万
灯
山
公
園

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

第
１
８
２
回

ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

教
室・講
座

イ
ベ
ン
ト

人
権
・
同
和
教
育
講
演
会

浜
田
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ

グ
ラ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト

浜
田
市
文
化
祭
協
賛
行
事

紙
漉
き
・
も
の
づ
く
り
体
験

み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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ネ
ッ
ト
で
も
好
評
の
動
画
コ
ン
テ

ン
ツ「
Ｐパ

ッ

と

Ａ
Ｔ
や
っ
て
み
た
」と「
も

う
け
の
花
道
」
を
も
と
に
、
ア
イ
デ

ア
や
ブ
ラ
ン
ド
活
用
に
よ
る
成
功
例

と
そ
の
秘
訣
、
ま
た
失
敗
例
に
学
ぶ

「
転
ば
ぬ
先
の
知
恵
」
な
ど
を
具
体

的
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
日
頃
の

企
業
活
動
に
お
い
て
知
的
財
産
の
活

用
が
で
き
る
よ
う
に
、
参
加
者
と
知

的
財
産
の
専
門
家
で
あ
る
弁
理
士
と

の
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
11
月
27
日
㈪

午
後
３
時
～
６
時

受
付　
午
後
２
時
30
分

場　
浜
田
商
工
会
議
所
３
階
会
議
室

講
師　
河
野
生
吾
さ
ん
（
弁
理
士
）

ほ
か

料　
無
料
（
軽
食
付
き
）

中
小
企
業
経
営
者
の
高
齢
化
が
進

む
中
、
後
継
者
の
確
保
や
事
業
承
継

問
題
は
非
常
に
重
要
な
課
題
で
す
。

円
滑
な
事
業
承
継
を
進
め
る
た
め
に

は
、
事
前
の
準
備
が
大
切
で
す
。
関

係
機
関
と
と
も
に
セ
ミ
ナ
ー
と
個
別

相
談
を
行
い
ま
す
。

日　
11
月
29
日
㈬　
午
後
１
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
４
０
２
研
修
室

内
容
・
講
師

・
こ
れ
が
事
業
承
継
の
カ
ン
ど
こ

ろ
！

　
金
原
光
広
さ
ん
（
事
業
承
継
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
井
原
産
業
㈱
代

表
取
締
役
）

・
事
業
承
継
に
関
す
る
支
援
内
容

　

島
根
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
専
門
相
談
員

・
個
別
相
談
（
要
予
約
）

料　
無
料

申
込
締
切
日　
11
月
15
日
㈬

申
・
問　
浜
田
商
工
会
議
所

（
☎
�
３
０
２
５
）

石
見
刀
を
主
に
20
点
以
上
を
展
示

す
る
特
別
企
画
展
で
す
。

職
場
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
活
性
化
は
、
企
業
の
魅
力
度
向

上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
イ
キ
イ
キ
と
し
た
職
場
づ
く
り

や
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
社

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
な
ど
の

た
め
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象　
島
根
県
内
の
企
業

※　
で
き
る
限
り
２
人
以
上
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

※　
一
般
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

日　
12
月
１
日
㈮

　
午
前
10
時
～
正
午
（
予
定
）

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

講
師　
羽
林
由
鶴
さ
ん
（
１
０
３
kg

の
恋
愛
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

定　
１
０
０
人

料　
無
料

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
な
ど
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　
申
込
書
は
、
本
庁
政
策
企
画
課

及
び
各
支
所
防
災
自
治
課
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
本
庁
政
策
企
画
課
定
住
婚

活
推
進
係　
【
〒
６
９
７
‐
８
５

０
１　
浜
田
市
殿
町
１
番
地
（
☎

�
９
２
０
０・▢ＦＡＸ
�
１
８
６
６
）】

Em
ail:seisaku@

city.ham
ada.lg.jp

わ
た
の
里
も
こ
も
こ
の
皆
さ
ん
が

育
て
た
綿
の
実
と
、
身
近
に
あ
る
ボ

タ
ン
や
軍
手
を
使
っ
て
、
ふ
か
ふ
か

で
温
か
み
の
あ
る
ぬ
い
ぐ
る
み
を
作

り
ま
す
。

日　
12
月
２
日
㈯

①
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
ア
ク
ア
ス
入
口
手
前
観
光
情
報

コ
ー
ナ
ー

定　
各
回
先
着
15
人

料　
１
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
12
月
１
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
管
理
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
６
０
０
）

場　
扇
原
茶
園

定　
20
人

料　
１
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
11
月
17
日
㈮

申
込
方
法　
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
立
大
学　
林
ゼ
ミ

２
回
生　
小
方
祥
平
さ
ん

Em
ail:satoyam

aaruki2017@
yahoo.co.jp

問　
日
本
弁
理
士
会　
知
財
広
め
隊

（
☎
０
３-

３
５
１
９-

２
７
０
９
）

期
間　
11
月
30
日
㈭
ま
で

（
火
曜
日
休
館
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
入
館
は

午
後
３
時
ま
で
）

場　
石
見
安
達
美
術
館

※　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
2.crosstalk.or.jp/

shinm
achi/a8/

問　
石
見
安
達
美
術
館

（
☎
�
１
９
２
０
）

今
な
お
高
校
野
球
ナ
ン
バ
ー
１
の

名
将
と
し
て
人
気
を
誇
り
、
攻
め
ダ

ル
マ
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
甲
子
園

で
輝
か
し
い
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
、

池
田
高
校
蔦
監
督
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
、
身
体
・

知
的
・
精
神
の
障
が
い
を
超
え
た
そ

れ
ぞ
れ
の
交
流
や
、
障
が
い
者
の
社

会
参
加
を
目
的
と
し
て
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
身

体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者
・

精
神
障
が
い
者
（
た
だ
し
、
学
生

は
除
く
）

日　
11
月
25
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
正
午
（
予
定
）

場　
ボ
ウ
ル
Ｊ
Ａ
Ｃ

申
込
締
切
日　
11
月
14
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
実
行
委
員
会
（
☎
�
０
０

９
４
・
▢ＦＡＸ
�
６
９
３
０
）

「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
、
住

み
慣
れ
た
家
で
い
つ
ま
で
も
、
こ
こ

ろ
“
豊
か
”
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

実
現
を
め
ざ
し
て
！
」
を
テ
ー
マ
に

福
祉
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
11
月
26
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

開
場　
午
後
１
時

場　
い
わ
み
ー
る

演
題
・
講
師

「
み
ん
な
が
支
え
る
島
根
の
救
急
」

　
石
飛
奈
津
子
さ
ん
（
島
根
県
立
中

央
病
院
救
命
救
急
科
医
師
）

定　
先
着
２
０
０
人

料　
無
料

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
と
ぽ
っ
ぽ

（
☎
�
０
１
６
０
）

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
で

も
気
軽
に
楽
し
め
る
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー

ル
大
会
を
行
い
ま
す
。

対
象　
小
学
校
４
年
生
以
上

チ
ー
ム　
一
般
の
部
と
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
部
が
あ
り
ま
す
。
１
チ
ー
ム
３

～
５
人
で
登
録
し
、
コ
ー
ト
に
は

３
人
が
入
り
行
い
ま
す
。

※　
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
は
、
コ
ー
ト

に
小
学
生
以
下
１
人
と
、
大
人
１

人
を
含
む
３
人
が
入
り
ま
す
。

日　
11
月
26
日
㈰

　
午
前
８
時
～
正
午
（
予
定
）

場　
三
階
小
学
校　
体
育
館

料　
無
料

申
込
締
切
日　
11
月
10
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
申
込
書
は
、
本
庁
生
涯
学
習
課

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※　
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問　
本
庁
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　

殿
町
１
番
地
（
☎
�
９
７
２
１
・

▢ＦＡＸ
�
５
０
９
０
）】

Em
ail

：m
anabi@city.ham

ada.lg.jp

県
立
大
学
の
学
生
と
里
山
で
秋
を

感
じ
ま
せ
ん
か
？
こ
の
会
の
テ
ー
マ

は
「
歩
い
て
、
発
見
し
て
、
作
っ

て
、
食
べ
て
」
で
す
。
学
生
と
触
れ

合
い
な
が
ら
里
山
を
歩
い
て
秋
の
自

然
と
景
観
を
楽
し
み
、
地
域
の
食
材

を
使
っ
て
み
ん
な
で
お
い
し
い
料
理

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日　
11
月
26
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

受
付　
午
前
８
時
30
分

保
育
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
が

現
在
は
保
育
士
と
し
て
勤
め
て
い
な

い
人
、
保
育
士
資
格
は
無
い
が
保
育

補
助
員
・
保
育
支
援
員
と
し
て
働
き

た
い
人
を
対
象
に
、
保
育
所
体
験
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
保
育
所
（
園
）
へ
の
就
職
を

希
望
す
る
人
又
は
関
心
の
あ
る
人

内
容　
う
み
か
ぜ
保
育
園
・
認
定
こ

ど
も
園
こ
く
ふ
子
ど
も
園
を
訪
問

し
、
施
設
の
見
学
や
体
験
を
し
、

園
児
と
昼
食
を
食
べ
ま
す
。

日　
11
月
24
日
㈮

午
前
９
時
15
分
～
午
後
１
時

定　
８
人

料　
無
料
（
昼
食
代
は
実
費
）

申
込
締
切
日　
11
月
14
日
㈫

※　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
石
見
分
室
（
☎
�
９
３
４

０
・
▢ＦＡＸ
�
９
３
４
１
）

リ
ー
映
画
を
上
映
し
ま
す
。
ま
た
、

広
島
東
洋
カ
ー
プ
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー

の
横
矢
晋
さ
ん
を
お
招
き
し
、
主
に

野
球
選
手
に
起
こ
る
投
球
障
が
い
の

予
防
に
関
し
て
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日　
11
月
25
日
㈯

午
後
１
時
～
５
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル　
大
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　

本
庁
生
涯
学
習
課
内　

映
画

「
蔦
監
督
」
浜
田
市
上
映
実
行
委

員
会
（
☎
�
９
７
２
１
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

知
的
財
産
活
用
セ
ミ
ナ
ー

〜
弁
理
士
会
の
知
財
広
め
隊
が

や
っ
て
く
る
〜

浜
田
商
工
会
議
所

事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

石
見
安
達
美
術
館

特
別
企
画
展「
日
本
刀
展
」

企
業
向
け

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

石
見
海
浜
公
園

　
ク
ラ
フ
ト
教
室

　
い
ぬ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
作
り

浜
田
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

映
画
「
蔦
監
督
〜
高
校
野
球

を
変
え
た
男
の
真
実
〜
」

及
び
ス
ポ
ー
ツ
医
学
講
演
会

福
祉
講
演
会

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル
大
会

秋
の
里
山
を
楽
し
む
会

保
育
所
体
験
ツ
ア
ー
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幸
せ
を
お
届
け
！
シ
ロ
イ
ル
カ
写
真
展

飼
育
ス
タ
ッ
フ
に
し
か
撮
れ
な
い

よ
う
な
、
シ
ロ
イ
ル
カ
の
あ
ん
な

シ
ョ
ッ
ト
・
こ
ん
な
シ
ョ
ッ
ト
を
一

挙
公
開
！！

日　
11
月
22
日
㈬
～
平
成
30
年
１
月

22
日
㈪

場　
３
階
特
別
展
示
室

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

ふ
わ
ふ
わ
カ
ラ
ー
の
プ
ラ
板
作
り

〜
海
の
生
物
を
描
こ
う
〜

　
色
鉛
筆
で
描
く
か
ら
、
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
細
か
い
色
使
い
が
で

き
る
よ
！

日　
11
月
19
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

講
師　
ア
ク
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

定　
30
人

料　
１
枚
１
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

https://w
w
w
.aquas.or.jp

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

ア
シ
カ
の
ニ
ー
ナ
と
ハ
イ・ポ
ー
ズ
！

対
象　
当
日
ア
ク
ア
ス
に
入
館
し
て

い
る
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

日　
11
月
13
日
㈪
・
27
日
㈪

午
前
10
時
30
分
～
11
時

定　
各
回
先
着
30
人

申
込
方
法　
参
加
当
日
１
階
総
合
案

内
所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

11
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

　

３
日
㈷　
岡
見
神
遊
座

　

４
日
㈯　
熱
田
保
存
会

　
５
日
㈰　
上
府
神
楽
社
中

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

第
３
回
Ｂ
級
グ
ル
メ
大
会

日　
11
月
３
日
㈷
～
５
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
最
終

日
は
、
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場　
ア
ク
ア
ス
前
中
央
広
場

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

企
画
展
「
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ゴ
ー
リ
ー

の
優
雅
な
秘
密
」

不
思
議
な
世
界
観
と
モ
ノ
ク
ロ
ー

ム
の
緻
密
な
線
描
で
、
熱
狂
的
な

フ
ァ
ン
を
も
つ
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ゴ
ー

　
　
　
高
校
生
以
下　

４
０
０
０
円

Ｂ
席　
一
般　
　
　
　

３
５
０
０
円

　
　
　
友
の
会
会
員　

３
０
０
０
円

　
　
　
高
校
生
以
下　

２
０
０
０
円

※　

３
歳
以
上
は
有
料
で
す
。

※　
高
校
生
以
下
の
チ
ケ
ッ
ト
の
人

は
、
当
日
学
生
証
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

３
歳
未
満
の
入
場
は
出
来
ま
せ

ん
が
、
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
。
11
月
19
日
㈰
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

大
黒
摩
季
コ
ン
サ
ー
ト

M
aki O

hguro 2017 Live-STEP!!

〜Higher

↘
↘Higher

↘
↘
中
年

よ
熱
く
な
れ
！！G

reatest Hits

＋
〜

「D
A

・KA

・RA

」「
あ
な
た
だ

け
見
つ
め
て
る
」「
ら
・
ら
・
ら
」

な
ど
の
ミ
リ
オ
ン
ヒ
ッ
ト
を
持
つ
大

黒
摩
季
が
、
６
年
間
の
病
気
療
養
を

経
て
い
よ
い
よ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
活
動

を
再
開
！
あ
の
熱
い
ラ
イ
ブ
が
グ
ラ

ン
ト
ワ
に
帰
っ
て
き
ま
す
！

日　
12
月
８
日
㈮　
午
後
６
時
30
分

開
場　
午
後
６
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ　
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定

　
一
般　
　
　
　
　
　

６
８
０
０
円

　
友
の
会
会
員　
　
　

６
５
０
０
円

※　

４
歳
以
上
は
有
料
で
す
。

※　

３
歳
以
下
は
、
保
護
者
の
膝
上

で
鑑
賞
す
る
場
合
は
無
料
で
す
。

※　
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

ま
す
。
12
月
１
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

リ
ー
。
原
画
や
書
籍
な
ど
約
３
５
０

点
に
よ
り
、
そ
の
謎
に
満
ち
た
優
雅

な
秘
密
に
迫
り
ま
す
。

日　
12
月
２
日
㈯
～
平
成
30
年
２
月

５
日
㈪

　
午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分
（
展

示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時
ま
で
）

休
館
日　
毎
週
火
曜
日
・
12
月
28
日

㈭
～
１
月
１
日
㈷

※　
た
だ
し
、
１
月
２
日
㈫
は
、
開

館
し
て
い
ま
す
。

場　
石
見
美
術
館
Ｄ

料一
般　
　
１
０
０
０
円（
８
０
０
円
）

大
学
生　
　
６
０
０
円（
４
５
０
円
）

小
中
高
生　
３
０
０
円（
２
５
０
円
）

※　
（　
）
内
は
、
20
人
以
上
の
団

体
料
金
で
す
。

※　
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料
で
す
。

劇
団
四
季

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
」

童
話
の
王
様
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の

青
春
時
代
を
描
く
心
温
ま
る
物
語
。

劇
中
劇
「
人
魚
姫
」
の
バ
レ
エ
シ
ー

ン
は
豪
華
で
目
を
み
は
る
美
し
さ
で

す
。
ぜ
ひ
、
お
見
逃
し
な
く
！	

日　
11
月
26
日
㈰　
午
後
５
時

開
場　
午
後
４
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ　
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定

Ｓ
席　
一
般　
　
　
　

８
５
０
０
円

　
　
　
友
の
会
会
員　

８
０
０
０
円

Ａ
席　
一
般　
　
　
　

６
５
０
０
円

　
　
　
友
の
会
会
員　

６
０
０
０
円

https://dai2-dousoukai70.
jim

do.com
/

申
・
問　
第
二
中
学
校　
久
佐
さ
ん

（
☎
�
１
２
６
８
）

記
念
式
典
、
講
演
、
演
奏
会
を
行

い
ま
す
。

日　
平
成
30
年
２
月
10
日
㈯

午
後
１
時
～
３
時

場　
第
二
中
学
校
体
育
館

料　
無
料

申
込
締
切
日　
12
月
15
日
㈮

※　
記
念
事
業
終
了
後
、
合
同
同
窓

会
を
午
後
４
時
か
ら
ジ
ョ
イ
プ
ラ

ザ
で
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

話
を
す
る
の
は
苦
手
だ
け
ど
色
々

な
人
の
お
話
は
聞
い
て
み
た
い
と
い

体
を
動
か
し
、
ダ
ン
ス
へ
の
関
心

を
高
め
ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
校
１
年
生
～
３
年
生

日　
12
月
９
日
㈯

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
県
立
体
育
館　
多
目
的
ル
ー
ム

指
導
者　
外
部
講
師

定　
20
人

料　
１
５
０
円

申
込
期
間　
11
月
８
日
㈬
～
22
日
㈬

午
後
５
時
ま
で

申
込
方
法　
電
話
又
は
直
接
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
県
立
体
育
館
（
月
曜
日
休

館
）（
☎
�
１
２
０
１
）

冬
野
菜
を
と
お
し
て
、
浜
田
の
農

産
品
を
も
っ
と
知
っ
て
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日　
12
月
５
日
㈫　

午
前
10
時
～
正
午

受
付　
午
前
９
時
30
分

場　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地
区

本
部　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

定　
先
着
30
人

料　
無
料

申
込
期
間　
11
月
10
日
㈮
～
28
日
㈫

申
込
方
法　

電
話
又
は
住
所
・
氏

山
陰
浜
田
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚

を
使
っ
た
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

魚
の
さ
ば
き
方
の
基
礎
か
ら
始
め
、

魚
を
使
っ
た
各
種
料
理
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

日　
12
月
７
日
㈭

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

場　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
調
理
室

講
師　
長
野
操
子
さ
ん
（
管
理
栄
養

士
）

定　
20
人
（
抽
選
）

※　
抽
選
の
結
果
を
申
込
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

料　
１
０
０
０
円

申
込
期
間　
11
月
１
日
㈬
～
10
日
㈮

　
午
後
５
時
15
分
ま
で

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
持
参
・
郵
送
（
当
日

消
印
有
効
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
申
込
書
は
、
浜
田
市
水
産
業
振

興
協
会
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

申
・
問　
本
庁
水
産
振
興
課
内　
浜

田
市
水
産
業
振
興
協
会
【
〒
６
９

　
７
‐
８
５
０
１　
浜
田
市
殿
町
１

　
（
☎
�
９
５
２
０・▢ＦＡＸ
�
３
７
０
１
）】

Em
ail:suisan@

city.ham
ada.lg.jp

「
子
ど
も
の
高
次
脳
機
能
障
が
い

と
学
習
障
が
い
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
12
月
２
日
㈯

午
後
１
時
20
分
～
４
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る　

４
０
１
研
修
室

講
師　
関
あ
ゆ
み
さ
ん
（
北
海
道
大

学
大
学
院
教
育
学
研
究
院
准
教
授
）

定　
１
２
０
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
11
月
20
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。　

申
・
問　
西
部
島
根
医
療
福
祉
セ
ン

タ
ー
相
談
支
援
科
（
☎
０
８
５
５

�
２
４
４
２
）

名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
エ
プ
ロ
ン
と
筆
記
用
具
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央

地
区
本
部　
営
農
経
済
部
営
農
企

画
課
（
☎
�
８
８
１
２
・
▢ＦＡＸ
�
０

６
７
９
）

う
人
に
お
勧
め
で
す
。
ま
ず
は
お
友

達
か
ら
…
。

対
象
①　
島
根
県
在
住
の
38
歳
～
49

歳
の
独
身
男
女

日　
12
月
９
日
㈯

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
②　
島
根
県
在
住
の
48
歳
以
上

の
独
身
男
女

日　
12
月
９
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

※　
開
催
時
間
中
は
自
由
に
入
退
室

で
き
ま
す
。

場　
い
わ
み
ー
る　
会
議
室
１

料　
無
料

申
込
締
切
日　
12
月
７
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
し
ま
ね
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
浜
田
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
１
１
５
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

施
設
か
ら
の
お
知
ら
せ

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
�
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

第
二
中
学
校

創
立
70
周
年
記
念
事
業

婚
活
イ
ベ
ン
ト「
ご
縁
ル
ー
ム
」

〜
結
婚
と
い
う
同
じ
目
的
を
持
つ

男
女
が
気
軽
に
集
ま
る
場
所
〜

県
体
ス
ポ
ー
ツ
塾

親
子
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
ダ
ン
ス

冬
野
菜
を
使
っ
て

お
い
し
い
キ
ム
チ
を
作
ろ
う

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

高
次
脳
機
能
障
が
い
者

支
援
研
修
会
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覧
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世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、「
再

生
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
㏌
浜
田

2
0
1
7
」
と
し
て
、
新
聞
紙
ア
ー

ト
の
魅
力
を
紹
介
す
る
展
覧
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
本
展
は
、
現
在
活
躍
中
の
造
形
作

家
４
人
に
よ
る
、
新
聞
紙
を
使
っ
て

制
作
さ
れ
た
作
品
の
数
々
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
第
４
展
示
室
に
そ
び
え
る
「
ヤ
マ

タ
ノ
オ
ロ
チ
」
は
、
関
口
光
太
郎
さ

ん
が
市
内
の
新
聞
社
か
ら
提
供
さ
れ

た
古
新
聞
紙
を
使
い
制
作
し
ま
し
た
。

ク
シ
ャ
ク
シ
ャ
と
揉
み
が
ら
様
々
な

形
に
形
成
し
た
後
、
ガ
ム
テ
ー
プ
を

巻
き
付
け
て
固
定
し
て
い
ま
す
。「
ヤ

マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
」
の
胴
体
に
は
、
自

由
の
女
神
や
サ
グ
ラ
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ア

と
い
っ
た
世
界
各
国
の
有
名
な
建
築

物
な
ど
が
施
さ
れ
、「
木
が
生
え
山

の
よ
う
な
大
き
な
体
」
と
い
う
説
話

を
ユ
ニ
ー
ク
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
体
の
中
は
ト
ン
ネ
ル
に
な
っ

て
お
り
、
中
に
入
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　
「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
」の
横
に
は
、

関
口
さ
ん
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
、

「
サ
ン
ダ
ー
ス
ト
ー
ム
・
チ
ャ
イ
ル

ド
」
も
併
せ
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

「
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
」
に
扮
し
て

お
り
、
神
話
の
世
界
を
よ
り
一
層
感

じ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
読
み
終
え
た
新
聞
が
そ
れ
ぞ
れ
の

造
形
技
法
に
よ
り
、
独
創
的
な
作
品

へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ア
ー
ト
の
世

界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

会
期　
平
成
30
年
１
月
14
日
㈰
ま
で

料
金　
　
　
　
　
一
般　

４
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

助
成　
一
般
財
団
法
人
地
域
創
造

■
石
見
神
楽
公
演

日
時　
11
月
３
日
㈷

　
正
午
～
午
後
２
時

場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

観
覧
料　
無
料

出
演　
石
見
神
楽
熱
田
保
存
会

■
新
聞
紙
で
あ
そ
ぼ
う

　
「
新
聞
紙
の
変
身
展
」
に
併
せ
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
23
日
㈷

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

場
所　
４
階
展
示
室

指
導　
梶
目　
喜
美
江
さ
ん

※　
展
覧
会
の
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

■
国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
ア
メ
リ
カ
の
風
》

　
M
o
M
A
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代

美
術
館
）
の
学
芸
員
と
一
緒
に
創
作

活
動
を
行
い
ま
す
。

◎
11
月
３
日
㈷
～
５
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

■
西
部
高
等
技
術
校
出
前
工
作
教
室

《
真
ち
ゅ
う
サ
イ
コ
ロ
づ
く
り
》

日
時　
11
月
26
日
㈰

正
午
～
午
後
３
時

場
所　
１
階
木
工
室

定
員　
先
着
30
人

参
加
費　
無
料

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
新
聞
紙
と
レ
ジ
ン
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
》

　
新
聞
紙
を
切
り
取
り
レ
ジ
ン
液
を

使
っ
て
、ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
ろ
う
。

◎
11
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

《
新
聞
紙
ロ
ケ
ッ
ト
》

　
新
聞
紙
を
巻
い
た
棒
で
ロ
ケ
ッ
ト

を
飛
ば
そ
う
。

◎
11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
新
聞
紙
で
エ
コ
バ
ッ
グ
》

　
新
聞
紙
を
使
っ
て
お
し
ゃ
れ
な
エ

コ
バ
ッ
グ
作
り
に
挑
戦
！

◎
11
月
23
日
㈷

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
新
聞
紙
の
オ
ブ
ジ
ェ
》

　
新
聞
紙
で
ス
テ
キ
な
オ
ブ
ジ
ェ
を

作
ろ
う
。

◎
11
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

※　

ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動
・
交
流

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
時
間
は
、
い

ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で
。（
参
加
受
付
は
当
日
午

後
１
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で
に
１

階
創
作
室
に
て
。）

11
月
の
休
館
日

月
曜
日　
６
日
・
13
日
・
20
日
・

27
日

振
替
日　
24
日
㈮

「サンダーストーム・チャイルド」
関口光太郎　2013年

　
石
本
正
記
念
展
示
室
で
は
三
隅
町

出
身
の
日
本
画
家
・
石
本
正
の
画
業

の
全
容
を
観
る
こ
と
の
出
来
る
「
石

本
正
作
品
選
Ⅲ
」、
そ
し
て
企
画
展

示
室
で
は
石
本
正
素
描
展
「
鶏
頭
・

芥け

し子
・
糺た

だ
す

の
森
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
特
に
素
描
展
で
は
、
画
家
が
最
期

ま
で
手
元
に
残
し
大
切
に
し
て
い

た
、
当
館
で
は
初
公
開
と
な
る
貴
重

な
素
描
を
多
数
観
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
対
象
と
対
話
す
る
よ
う
に
向
き

合
い
、
無
心
に
見
つ
め
て
描
か
れ
た

素
描
は
、
一
枚
の
紙
に
入
り
き
ら

ず
、
何
枚
も
紙
を
継
ぎ
足
し
て
大
き

な
サ
イ
ズ
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
多

く
、
目
の
前
の
対
象
に
対
す
る
画
家

の
感
動
の
心
や
息
遣
い
が
そ
の
ま
ま

伝
わ
っ
て
く
る
か
の
よ
う
で
す
。

　
ぜ
ひ
画
家
の
本
物
の
感
動
を
味
わ

い
に
、
石
正
美
術
館
へ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

会
期【

石
本
正
記
念
展
示
室
】

石
本
正
作
品
選
Ⅲ

【
企
画
展
示
室
】

石
本
正
素
描
展
「
鶏
頭
・
芥
子
・

糺
の
森
」

12
月
23
日
㈷
ま
で

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金　

　
一
般　
　
６
０
０
円（
５
０
０
円
）

　
高
大
生　
３
０
０
円（
２
４
０
円
）

　
小
中
生　
２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

《イベント情報》
石正美術館まつり
11月11日㈯・12日㈰
午前９時～
・展示室観覧無料
・創作広場
・フリーマーケット
※　美術館前の駐車場は利
用できません。三隅中央
公園内で開催中の「みす
みフェスティバル」臨時
駐車場をご利用ください。

　石正美術館では、石本正の希望によって、絵の技術ではなく「絵の心」
を伝える教室が生まれました。「気軽に、楽しんで」という石本の絵に
対する姿勢や喜びを、参加者の皆さんと共に楽しむ教室です。絵を描く
のが好きという人はもちろん、初心者の人もお気軽にご参加ください。
　日時　11月３日㈷・４日㈯　　内容　裸婦デッサン
　料金　７５００円　　定員　先着30人　※　要予約

　アンティークＵＳＡコットンを使ったパッチワーク教室を行います。
今回は、ペットボトルと布で小物入れ作りに挑戦します。色とりどりの
布に心躍らせながら、ものづくりの喜びを感じてみませんか？

日時　11月９日㈭・10日㈮（２日間）　午後１時～３時　
場所　創作室
講師　村上泰子さん（アメリカンキルト作家）
受講料　１０００円
定員　15人　※　両日参加できる人限定
※　裁縫道具（針・糸・裁ちバサミなど）、ものさし（15～20㎝位）
を持参してください。

石本正「鶏頭」2009年

昨年の石正美術館まつりの様子

掲載料　１か月10,000円
申込方法　申込書（本庁市長公室にあります。市ホー
ムページからダウンロードもできます。）に必要事
項を記入の上、持参又は郵送してください。

申込み・問い合わせ先
本庁市長公室広報係（☎�９１５１）

市ホームページに掲載する
バナー広告を募集しています 有

料

広

告

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.251

有

料

広

告

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

新
聞
紙
の
変
身
展

　
　
　
　
　
　
開
催
中
！

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

◎第53回石本正絵画教室

◎おとなのアートサロン「アメリカン・パッチワーク教室」



広報はまだ：平成29年11月号　　　3637　　　広報はまだ：平成29年11月号

　

８
月
５
日
㈯
に
、
海
の
見
え
る
文

化
公
園
で
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま

れ
地
域
の
人
と
一
緒
に
料
理
や
遊
び

を
体
験
し
ま
し
た
。　

橙
蘭
」、「
石
見
神
楽
舞
濱
社
中
」
の

ス
テ
ー
ジ
を
鑑
賞
し
な
が
ら
料
理
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
や
留
学
生
も
一
緒
に
な
っ
て

踊
っ
た
り
、
ア
ジ
ア
の
遊
び
も
楽
し

ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　
少
人
数
で
ス
タ
ー
ト
し
た
イ
ベ
ン

ト
で
す
が
、
笑
顔
に
あ
ふ
れ
た
楽
し

い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
て
企

画
・
運
営
の
難
し
さ
を
痛
感
し
な
が

ら
も
、
留
学
生
と
共
に
企
画
を
立

案
・
実
践
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
を

よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
総
合
政
策
学
部
１
年
冨
田
彩
花
）

※　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
県
立
大
学

の
日
本
の
学
生
と
留
学
生
が
企
画

し
、
地
域
で
行
う
国
際
交
流
イ
ベ

ン
ト
に
対
し
、
大
学
が
補
助
す
る

事
業
「
み
ん
な
が
つ
な
が
る
国
際

交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
採
択
さ

れ
実
施
し
ま
し
た
。

　
韓
国
の
チ
ヂ
ミ
と
ホ
ッ
ト
ク
、
台

湾
の
蛋ダ

ン
ピ
ン餅

と
呼
ば
れ
る
胡
麻
団
子
と

湯タ
ン
エ
ン圓

、
中
国
の
糖タ

ン
ツ
ゥ
パ
イ
ク
ー

酷
排
骨
と
水
餃
子

を
留
学
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
作
り
、
ゲ
ス
ト
の
「
よ
さ
こ
い

　
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
は
、
図
書
館
運
営
を
手
伝

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
学
生
図
書
委

員
」
が
い
ま
す
。
月
単
位
で
入
れ
替

え
る
お
す
す
め
本
の
展
示
、
書
店
に

出
か
け
て
選
書
す
る
ブ
ッ
ク
ハ
ン

テ
ィ
ン
グ
、
館
内
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

な
ど
が
主
な
活
動
で
す
。

　
先
日
は
、
愛
媛
大
学
で
開
催
さ
れ

た
「
大
学
図
書
館
学
生
協
働
交
流
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
南
は
九
州
か
ら
東
は
東
京
ま
で

30
の
大
学
・
機
関
か
ら
、
図
書
館
で

活
動
を
し
て
い
る
学
生
１
０
０
人
と

教
職
員
60
人
が
集
い
、
日
々
の
図
書

館
運
営
に
関
す
る
悩
み
を
共
有
し
、

交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
委
員
は
現
在
７
人
と
少
な
い
で
す

が
、
利
用
者
の
目
線
で
、
使
い
や
す

く
親
し
み
や
す
い
図
書
館
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

開
館
時
間

・
通
常
期
の
平
日

　
午
前
９
時
～
午
後
８
時

・
土
日
、
大
学
休
業
期
間
な
ど　

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

・
卒
論
対
応
期
間
（
12
月
14
日
～
20

日
ま
で
）

　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

※　
試
験
対
応
期
間
（
１
月
24
日
～

２
月
13
日
）
は
、
学
外
者
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

休
館
日

　
祝
日
・
年
末
年
始
・
点
検
日
な
ど

※　
そ
の
ほ
か
気
象
条
件
な
ど
に
よ

り
、
臨
時
休
館
又
は
開
館
時
間
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

利
用
で
き
る
人

　
満
18
歳
以
上
の
人(

高
校
生
除
く)

利
用
の
手
続
方
法

カ
ウ
ン
タ
ー
に
、身
分
証
明
書（
免

許
証
な
ど
年
齢
の
確
認
で
き
る
も

の
）
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

　
館
内
閲
覧
・
資
料
の
複
写
・
貸
出

貸
出
冊
数　
１
人
３
冊
ま
で

貸
出
期
間　
２
週
間

※　
英
語
多
読
用
図
書
は
１
週
間
で

す
。

※　
貸
出
延
長
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
０
４
）

①
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
統
計
学

日
時　
11
月
15
日
㈬

　
午
後
５
時
45
分
～
６
時
45
分

講
師　
松
田
善
臣
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
准
教
授
）

②
文
化
的
地
域
資
源
を
活
か
し
た
個

性
豊
か
な「
ま
ち
づ
く
り
」-「
芸
術
」

と
「
景
観
」
の
魅
力
に
注
目
し
て-

日
時　
11
月
22
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
八
田
典
子
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
教
授
）

③「
元
寇
」を
探
求
す
る（
全
３
回
）

第
１
回　
元
寇
と
山
陰

日
時　
11
月
29
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
井
上
治
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

教
授
）

第
２
回　
歴
史
書
に
記
さ
れ
た
元
寇

日
時　
12
月
６
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
井
上
厚
史
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
教
授
）

各
会
場　
講
義
・
研
究
棟
中
講
義
室
３

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
課

（
☎
�
２
３
９
６
）

料理体験の様子

プロジェクトメンバー

シンポジウムで活動報告を
行う学生図書委員

　
昨
年
、
好
評
だ
っ
た
末
宗
辰
彦
さ

ん
を
再
び
講
師
に
招
き
、
今
年
は
、

子
ど
も
の
た
め
の
選
書
を
テ
ー
マ
に

講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
25
日
㈯　

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

中
央
図
書
館
２
階
多
目
的

ホ
ー
ル

演
題　
子
ど
も
へ
伝
え
た
い
必
読
書

　
ー
小
学
生
児
童
に
向
け
た
本
選

び
ー

講
師　
末す

え

宗む
ね

辰
彦
さ
ん
（
山
陰
こ
ど

も
の
と
も
社
代
表
）

定
員　
先
着
80
人

申
込
締
切
日　
11
月
22
日
㈬

申
込
方
法　
中
央
図
書
館
に
電
話
又

は
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。　

　
浜
田
市
立
図
書
館
に
は
、
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

か
ら
利
用
で
き
る
電
子
図
書
館
が
あ

り
ま
す
。
現
在
、
１
３
２
９
点
の
所

蔵
が
あ
り
、
実
用
書
や
小
説
・
児
童

書
ま
で
幅
広
く
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
電
子
図
書
館
を
知
っ
て
も
ら

い
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
図
書
館
職
員

が
、
丁
寧
に
案
内
し
ま
す
。

　
電
子
図
書
館
の
利
用
に
は
、
利
用

者
の
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
パ
ス
ワ
ー
ド
が
不
明
な
場

合
は
、
講
座
参
加
前
に
窓
口
で
事
前

に
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
11
月
３
日
㈷　

　
午
後
１
時
30
分
～
（
約
１
時
間
）

場
所　

中
央
図
書
館
２
階
多
目
的

ホ
ー
ル
第
２

定
員　
先
着
10
人

※　
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

　
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
本
の

リ
サ
イ
ク
ル
市
を
開
催
し
ま
す
。
寄

贈
い
た
だ
い
た
本
の
う
ち
所
蔵
に
し

な
か
っ
た
本
を
自
由
に
お
持
ち
帰
り

い
た
だ
け
ま
す
。

中
央
図
書
館

日
時　
11
月
５
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

場
所　

中
央
図
書
館
２
階
多
目
的

ホ
ー
ル

三
隅
図
書
館

日
時　
11
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
三
隅
図
書
館
多
目
的
室

※　
お
持
ち
帰
り
用
の
入
れ
物
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

もよおし 開催日 時間 内容

おはなし会 毎週土 10:30
今月のテーマは「たび」
第 3 土曜日は「楽しいデコ
レーション」を開催

おはなしマラソン 11日㈯ 10:30 飛び入り参加ありの読み聞
かせ劇場

電子紙芝居 11日㈯ 14:00「背中のおじぞうさん」ほか

古典のよみきかせ 12日㈰ 13:30
神楽の演目から「紅葉狩」
戸隠山の鬼女にたぶらかさ
れた平維茂の格闘

おはなしタンポポ 12日㈰ 15:00 お話を覚えて語るストー
リーテリング

子ども映画会 19日㈰ 13:30「くまのがっこう　ジャッ
キーのおたんじょうび」

テーマトーク 23日㈷ 13:30 テーマ「秋に読みたくなるエッセイ」

図書館シネマ 26日㈰ 13:30 インド映画
「きっと、うまくいく」

電子紙芝居 26日㈰ 14:00「２本のローソク」ほか

もよおし 開催日 時間 内容

でまえとしょかん
inさざんか祭り

４日㈯
５日㈰

おすすめしたいこどもの本・
大型絵本の展示
おはなし会・おりがみ教室
をスペシャル版でお届け

もよおし 開催日 時間 内容
ブッくんタイム １日㈬ 10:30 絵本の読み語りなど
旭ふる里まつり
図書館コーナー
おはなし会 12日㈰

11:00 絵本の読み語りなど

旭ふる里まつり
図書館コーナー
工作教室

 9:30
13:00

「まつぼっくりでふくろうを
つくろう！」

もよおし 開催日 時間 内容
秋のおはなし会・
ペタペタアート
ワーク in みすみ
フェスティバル

11日㈯ 14:00 絵本などの読み語りと楽しい
かべの飾り付け
テーマ「紙のステンドグラス
をつくって図書館を飾ります」12日㈰ 10:30

貸出ベスト 10（平成 29 年９月期）
順位 タイトル 著者
1 月の満ち欠け 佐藤　正午
2 影裏 沼田　真佑
3 ネメシスの使者 中山　七里
4 暗闇のアリア 真保　裕一
5 火花 又吉　直樹
6 蜜蜂と遠雷 恩田　陸
7 リバース	Reverse 湊　かなえ
8 家族のあしあと	むじな月 椎名　誠
9 騎士団長殺し　第1部	顕れるイデア編 村上　春樹
10 疑薬 鏑木　蓮

図書館情報
開館時間 　月の休館日

中央図書館 ☎�0480  9:00～19:00 10日㈪・24㈪
金城図書館 ☎�1823

 9:00～17:00
月曜日

旭図書館 ☎�1439
弥栄図書館 ☎�2258
三隅図書館 ☎�0338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）
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vol.169
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

Let's connect in Ham
ada

〜
浜
田
と
ア
ジ
ア
で
つ
な
が
る
大
作
戦
〜

「
学
生
図
書
委
員
」
が
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
で
活
動
中
で
す
！

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
利
用
案
内

公
開
講
座
の
ご
案
内

図書館情報
開館時間 11月の休館日

中央図書館 ☎�0480  9:00～19:00 13日㈪・27日㈪
金城図書館 ☎�1823

 9:00～17:00 月曜日
30日㈭

旭図書館 ☎�1439
弥栄図書館 ☎�2258
三隅図書館 ☎�0338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

し
ま
ね
子
ど
も
の
読
書
等

推
進
の
会
浜
田
支
部
主
催
講
演
会

電
子
図
書
館
活
用
講
座

（
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト
）

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

☆中央 ☆金城

☆旭

☆三隅
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世	帯 男 女 総	数
浜 田
金 城

旭
弥 栄
三 隅
合 計

世	帯 男 女 総	数
浜 田 19,756 19,278 21,432 40,710
金 城 1,902 2,096 2,240 4,336

旭 1,375 1,377 1,434 2,811
弥 栄 680 647 696 1,343
三 隅 2,885 2,919 3,223 6,142
合 計 26,598 26,317 29,025 55,342

人　口（９月末現在）

（単位：人）

●市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行便
入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

　VIVACEは、弥栄町で毎月開催される「や市」のダンスフェスティバルを見た
子どもや保護者たちがヒップホップダンスに魅了され、自分たちも明るく元気に
ダンスを楽しみながら、健康を維持していきたいと平成29年５月に発足しました。
現在は、メンバー16人が隔週の金曜日に弥栄会館で活動しています。グループ名
の「VIVACE」は、イタリア語で元気な・活発なという意味があります。
　チームは、子どもだけでなく大人も一緒にダンスを楽しめるように、ダンス
フィットネスのひとつであるZ

ズ ン バ

UMBAの動きをヒップホップダンスに盛り込んで
音楽に合わせて楽しく踊っています。また、「や市」や夏に開催された「ふるさ
とまつり」などのステージでダンスを披露し会場を盛り上げました。
　チームの皆さんは、「これからも基本を学びダンスに磨きをかけていき、多く
のステージイベントで最高のパフォーマンスが出来るようになりたいです。チー
ム名のとおり、元気で生き生きと親子で楽しく踊り続けていきたいと思っていま
す」と話していました。

わがまち 再発見！

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

編集・発行　浜田市市長公室
〒697–8501	島根県浜田市殿町１番地
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ0855–22–3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
info@city.hamada.lg.jp

浜田市広報係 Facebook
http://www.facebook.com/koushitsu.hamada

V
ビ バ ー チ ェ

IVACE（弥栄）


